
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
の

助
成
を
精
神
障
が
い
者
に
も

　
障
が
い
者
の
方
が
持
っ
て
い
る
手
帳

は
大
き
く
3
種
類
あ
り
、
身
体
障
害
手

帳
、（
知
的
障
害
者
向
け
）
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
で
、
そ
れ

ぞ
れ
障
が
い
の
状
態
に
よ
っ
て
障
害
支

援
区
分
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
に
は
医
療

費
の
自
己
負
担
金
を
全
額
助
成
す
る
制

度
が
あ
る
の
で
す
が
、
65
歳
未
満
の
精

神
障
が
い
の
方
は
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法
の
観
点
か
ら

も
、
精
神
だ
け
が
除
外
さ
れ
て
い
る
の
は

お
か
し
い
と
の
議
論
が
、
9
月
議
会
で
も

取
上
げ
ら
れ
、
知
事
か
ら
も
32
都
道
府

県
の
単
独
で
の
助
成
実
績
に
触
れ
つ
つ

「
県
で
早
期
に
結
論
を
出
し
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
法
律
や
制
度
に
は
必
ず
穴
が
存
在
し

ま
す
。
公
平
性
と
平
等
性
の
観
点
で
、

是
正
す
べ
き
と
私
は
考
え
ま
す
。

全
天
候
型
体
育
文
化
施
設
は

ど
こ
に
で
き
る
の
？

　
9
月
の
予
算
特
別
委
員
会
で
、
高
岡 

選
出
の
県
議
会
議
員
が
揃
っ
て
質
問
を

し
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
話
題
に
な
っ
た
「
全

天
候
型
体
育
文
化
施
設
」。
そ
も
そ
も

は
8
0
0
0
人
規
模
ア
リ
ー
ナ
を
想
定

し
て
い
ま
し
た
が
有
識
者
会
議
か
ら
は

「
3
0
0
0
人
規
模
の
武
道
館
機
能
を
持

つ
多
目
的
施
設
が
望
ま
し
い
」
と
の
提
言

が
。
現
在
、
県
に
あ
る
富
山
武
道
館
と
高

岡
武
道
館
を
統
廃
合
し
て
新
し
く
す
れ

ば
良
い
の
で
は
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
声
を
あ
げ
た
の
が
高
岡
選
出

議
員
た
ち
。
検
討
会
で
「
富
山
駅
か
ら

徒
歩
圏
内
」
と
い
う
発
言
も
あ
り
、
富

山
駅
周
辺
へ
の
一
極
集
中
を
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
中
途
半
端
な
ア

リ
ー
ナ
な
ら
い
ら
な
い
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。
慎
重
な
議
論
を
望
み
ま
す
。

と
や
ま
の
地
方
創
生
と

国
際
目
標
達
成
を
同
時
に

　
去
る
7
月
に
、
富
山
県
が
提
案
す
る

『
環
日
本
海
地
域
を
リ
ー
ド
す
る
「
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
端
県
と
や
ま
」』
が

2
0
1
9
年
度
S
D
Gs
未
来
都
市
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
S
D
Gs
と
は
、
国

連
が
定
め
た
2
0
3
0
年
ま
で
の
国
際

目
標
で
、
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す

る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
富
山
県
で
は
、
他
県
に
先
駆

け
て
「
レ
ジ
袋
有
料
化
」
や
「
リ
サ
イ
ク

ル
等
の
ご
み
ゼ
ロ
推
進
」「
小
水
力
発
電
」

等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
地
方
創
生
と
国

際
社
会
の
共
通
目
標
達
成
の
両
方
を

実
現
す
べ
く
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
元
々
富
山
県
は
、
水
量
が
豊
富
な
環

境
を
活
か
し
た
水
力
発
電
比
率
の
高
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
で
し
た
が
、
さ
ら
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
べ
く
「
小

水
力
発
電
」「
太
陽
光
」「
地
熱
資
源
活
用
」

「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
」等
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ガ
ソ
リ
ン
に

代
わ
り
水
素
で
動
く
燃
料
電
池
車
普
及
の

た
め
の「
と
や
ま
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
も
3
月
に
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ち
な
み
に
S
D
Gs
未
来
都
市
に
は
、

富
山
市
が
前
年
に
、
県
と
一
緒
に
南
砺

市
も
今
年
度
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
進
県
の
富
山
で
す
ら

電
力
の
50
％
で
石
炭
を
使
用

　
し
か
し
電
力
供
給
の
現
実
を
見
る
と
、

北
陸
電
力
の
2
0
1
8
年
度
電
力
構
成

で
最
も
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
る
の

は
石
炭
で
お
よ
そ
50
％
。
C
O
2
排
出

に
よ
る
温
暖
化
の
影
響
が
騒
が
れ
て
い

ま
す
が
、
富
山
県
も
例
外
で
は
な
い
の

で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率

を
上
げ
る
た
め
に
は
、
高
効
率
・
高
信

頼
度
の
新
た
な
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
を

含
め
た
「
ス
マ
ー
ト
（
賢
い
）
ま
ち
づ
く

り
」
へ
の
転
換
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
す
で
に
宇
奈
月
温
泉
や
南
砺
市
で

の
先
進
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
な
に
よ

り
も
環
境
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
県
民
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

　
ち
な
み
に
2
0
2
0
年
3
月
に
は
、

富
山
市
上
冨
居
に
北
陸
初
の
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
完
成
予
定
。
転
換
の
モ
デ

ル
地
区
に
、
富
山
市
新
庄
・
広
田
地
域

が
選
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

重度心身障害者等医療費の助成対象者

ア 身体障害者手帳の障害程度が１級又は２級の方
イ 療育手帳の障害程度がＡの方

６５歳未満で、 1

ア 身体障害者手帳の交付を受けた方
イ 療育手帳の交付を受けた方又は知的障害者と
　 判定された方
ウ 引き続き3か月以上ねたきりの状態で、食事、入浴、
　 排便等に常時介護を要すると市町村長が認定した方

65歳以上70歳未満で、 2

高齢者医療確保法第50条第１項第２号に
該当する方

3

75歳以上で、高齢者医療確保法施行令別表に
定める程度の障害の状態にあると市町村長が
認定した方
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富
山
県
が
S
D
G
s
未
来
都
市
に
選
定
。

環
境
先
進
県
と
し
て
、ど
う
取
組
む
？

富山県政 トピックス

自民党会派を代表して鹿熊正一議
員が下記25項目について代表質問
を行いました。

Ⅰ  地方創生の深化に向けた
    取組みについて
1. 9月補正予算の編成方針
2. 第2期とやま未来創生戦略
 （仮称）策定
3. 全国知事会議in富山の成果
4. SDGs未来都市選定を受けた取組み
5. 外国人材活躍と多文化共生
 推進に向けた取組み
6. 全天候型多目的スポーツ施設の整備
7. 文化振興の取組み
(1) シアター・オリンピックスについて
(2) 子どもの文化活動の充実
8. 中山間地域創生総合戦略の策定等

Ⅱ 地方経済の活性化について
1. 東海北陸自動車道及び
 能越自動車道の4車線化 
2. 観光施策の推進
(1) 立山黒部の世界ブランド化への
 取組み
(2) 世界遺産や国宝など文化財を
 活用した観光プログラムの推進
3. 新しい産業支援拠点の活用
4. 農業所得向上に向けた取組み

Ⅲ 安心・安全な暮らしの
　  実現について
1. 豚コレラ対策
2. 医師確保対策
3. 児童虐待防止と社会的養育推進
4. 河川・道路の防災・安全対策
5. 多様化する犯罪への対応

Ⅳ 明日を拓く人づくりに
     ついて
1. 不登校の未然防止
2. 外国人児童生徒の教育に関する支援
3. 県立高校再編と新時代に対応した
 高等学校改革
(1) 再編対象高校の生徒に対する
 充実した教育機会の保障等
(2) 新高校における地域社会
 リーダー人材育成
(3) 新時代に対応した高校改革

令和元年9月定例会
代表質問項目

数ある富山県の重点事業の中でも、藤井だいすけが気になった

トピックをご紹介します。未来のとやまの姿が見えるかもしれません。

発
電

熱
利
用

大規模水力発電　大規模地熱発電

バイオマス熱利用
太陽熱利用

雪氷熱利用

バイオマス燃料製造

温度差熱利用

風力発電
太陽光発電

中規模水力発電
地熱発電

バイオマス発電

クリーン
エネルギー
自動車

天然ガス
コジェネ
レーション

燃料電池
海洋エネルギー

石炭　天然ガス　原子力

石油

革新的な
エネルギー
高度利用技術

供給サイドのエネルギー 

石油代替エネルギー 

再生可能エネルギー 

新エネルギー 

再生可能エネルギーとは

経済産業省の制定する
「電力の小売営業に関
する指針」に基づき、
算定・公表しています

火力発電
61%

水力
発電
28%

石炭  50%

水力
（3万kw以上）
13%

水力
（3万kw未満、
FIT電気を除く）
15%

再生可能エネルギー
（水力以外、FIT電気を除く）  1%未満 その他  1% 

卸電力取引所  5%

北陸電力の電源構成（2018年度実績）

LNG・
その他ガス
10%

石油  1%

FIT電気  5%

東京都港区にある水素ガスステーション。日本に2台しか
ないらしいセブンイレブンの燃料電池トラックの姿も

富山武道館（写真上）
と高岡武道館（下）は、
ともに老朽化し空調
設備もなく手狭との
要望が出ている。果
たしてどこに立地する
のか。はたまた、建て
替えなしになるのか

※所得制限あり

ト
ピ
ッ
ク 

そ
の
1

ト
ピ
ッ
ク 

そ
の
2

ト
ピ
ッ
ク 

そ
の
3
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メディアの編集長経験が、県議会だよりの

広報編集委員会の議論で活かされることに

　みなさま、こんにちは。議会休会中であっても、所属す

る委員会の視察や、自民党の部会や議員連盟の会合、友

好団体との意見交換会に加え、地元の行事や県政報告会

などがあり、おかげさまで大変充実しております。

　現在、富山県議会では、議会改革基本条例に基づく行

動計画が立てられており、その中で「住民との情報共有の

推進」として①県議会広報の充実②ソーシャルメディア

利用等による情報発信が明記されています。特に①には

“定例会の概要等を掲載した広報紙を試行的に発行、配

布すること”との記述が。そこで私が 1期生では唯一、広

報編集委員会に参加することになりました。

　議会改革の議論は 2年以上重ねられており、開かれた

県議会を目指すことは合意されているものの、「誰に」「ど

んな内容を伝えて」「どんな態度変容を促すのか」といっ

たメディア設計の基本については全くの白紙状態。第1回

の議論でも、各 の々委員が頭に思い浮かべるメディアや内

容が定まっておらず、総論OKだけど各論が噛み合わな

い状態。そこで、「新聞のような正確性重視のタブロイド紙」

と「雑誌のような親しみやすさ重視のマガジン紙」の 2種

類のタタキ台を作成することを提案いたしました。

　議論のタタキ台とはいえ、各 の々委員が想起するイメー

ジに相違がないように、かなり細かく作り込んで第2回の

委員会に持ち込んだところ、委員の方から感謝の言葉を

いただくとともに、議論の進展にもつながりました。まさか

議員になって新メディアのプレゼンをすることになるとは！ 

人生にムダはありませんね。今回の私の一般質問の記念

撮影で、1時間お待たせしてしまったムダを除けば、ですが。

（左）2 種類の広報紙のタタキ台を作成しました　（右）石井県知事も同席された
傍聴参加者との記念写真。撮影時お待たせして本当に申し訳ありません　
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藤井大輔プロフィール

富山県議会議員（富山第一選挙区）、1期 1973 年（昭和 48 年）1月 19日生まれ。新庄幼稚園、
新庄小学校、新庄中学校で育つ。富山中部高校、大阪大学経済学部を経て、95年に株式会
社リクルートへ就職。2004年フリーマガジン『R25』を創刊し編集長となる。40 歳を機に
東京から富山に戻り、現在は富山市新庄地域で高齢者福祉事業を行う株式会社アポケアと
やま専務取締役。社会福祉士の国家資格を持ち、新庄地域包括支援センターの相談員も務
める。20 歳の長男と12 歳の長女の父。

藤井だいすけ事務所（担当：中市）
TEL：076-471-7119
FAX： 076-471-7129
Email：d-fujii@shinjyou-hills.jp

出前講座をご希望の方は
下記までお問い合わせください。

富山県の健康寿命は全国で女性 4位、

男性 8位となっており、将来は健康寿

命日本一になることを目指して取り組んで

います。元気で長生きのキーワードは「助

けられ力」。富山らしい長寿を考えます。

健康寿命
日本一を目指して

認知症の対策には、なる前の「予防」と、

なった後の「地域共生」の２つがクルマ

の両輪のように必要となってきます。認

知症にまつわる偏見をなくし、生きやす

い社会について考えます。

認知症の予防と
共生について

少子高齢化は今に始まったわけではなく

昭和の時代からその兆候があったと言わ

れています。子供を産みたい、育てたい

と思える環境にするにはどうしたらよい

かについて考えます。

少子化・
子育て対策について

1 2 3

 「 県 議 会 、どうでしょう!? 」
第 2 回 ／人生にムダはない？

県議会には摩訶不思議なしきたりや出来事がいっぱいあります。
そんな県議会の不思議に新人議員の藤井だいすけが、

さながら潜入取材のごとく体験レポートをお届けいたします。思わぬ本音が漏れることも？

藤井だいすけの
潜入レポート

藤 井 だ い す け の 出 前 講 座 、 行 い ま す ！
「地方自治をわかりやすく」「県政をもっと身近に」するために、藤井だいすけが皆さんのお近くに “ 出前講座 ” いたします。

代表的な 5 つのテーマをメニューにしましたが、下記以外の内容でもご希望を承りますのでお問い合わせください。

藤 井 だ い す け 県 政 通 信 Vol.02

地方自治をわかりやすく。
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藤井だいすけへのご意見をお待ちしております　メール：d-fujii@shinjyou-hills. jp

電話：076-471-7119　FAX：076-471-7129　公式サイト：https://w w w.fujiidaisuke.com/

［  セブン・リバーズとは？ ］
富山平野を流れる、七大河川のこと。3000mの立山から深海 1000ｍの富山湾に流れこむ急峻な七大河川の治水対策
が、明治時代の富山県議会の大きな政治課題だった歴史を踏まえ、藤井だいすけ県政報告のタイトルにいたしました。

7R
FUJII

DAISUKE

　
4
月
の
富
山
県
議
会
議
員
の

選
挙
か
ら
、
早
6
か
月
。
季
節

は
秋
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く

中
、
藤
井
だ
い
す
け
も
富
山
県

議
会
議
員
と
し
て
、
た
く
さ
ん

の
〝
初
め
て
の
体
験
〟
を
積
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
の

皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
、
あ

ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
元
年
9
月
定

例
議
会
が
9
月
30
日
で
閉
会
い

た
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
私

に
と
っ
て
初
の
一
般
質
問
の
機

会
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
議
員
に
な
る
前
は
「
原

稿
を
読
ん
で
い
る
だ
け
な
ん
で

し
ょ
」
く
ら
い
に
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
議
場
に
登
壇
し
て
み
る

と
こ
れ
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な

い
緊
張
が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
公
式
な
発
言
と
し
て
残
る
だ

け
で
な
く
、
私
の
質
問
は
多
く

の
地
域
の
声
に
支
え
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
重
み

を
ず
っ
し
り
と
感
じ
た
の
で
す
。

　
今
号
も
「
県
議
会
を
わ
か
り

や
す
く
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

9月定例会で初めての一般質問に登壇

発行日／令和元年10月21日　発行所／自由民主党富山県議会議員会
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重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
の

助
成
を
精
神
障
が
い
者
に
も

　
障
が
い
者
の
方
が
持
っ
て
い
る
手
帳

は
大
き
く
3
種
類
あ
り
、
身
体
障
害
手

帳
、（
知
的
障
害
者
向
け
）
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
で
、
そ
れ

ぞ
れ
障
が
い
の
状
態
に
よ
っ
て
障
害
支

援
区
分
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
に
は
医
療

費
の
自
己
負
担
金
を
全
額
助
成
す
る
制

度
が
あ
る
の
で
す
が
、
65
歳
未
満
の
精

神
障
が
い
の
方
は
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法
の
観
点
か
ら

も
、
精
神
だ
け
が
除
外
さ
れ
て
い
る
の
は

お
か
し
い
と
の
議
論
が
、
9
月
議
会
で
も

取
上
げ
ら
れ
、
知
事
か
ら
も
32
都
道
府

県
の
単
独
で
の
助
成
実
績
に
触
れ
つ
つ

「
県
で
早
期
に
結
論
を
出
し
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
法
律
や
制
度
に
は
必
ず
穴
が
存
在
し

ま
す
。
公
平
性
と
平
等
性
の
観
点
で
、

是
正
す
べ
き
と
私
は
考
え
ま
す
。

全
天
候
型
体
育
文
化
施
設
は

ど
こ
に
で
き
る
の
？

　
9
月
の
予
算
特
別
委
員
会
で
、
高
岡 

選
出
の
県
議
会
議
員
が
揃
っ
て
質
問
を

し
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
話
題
に
な
っ
た
「
全

天
候
型
体
育
文
化
施
設
」。そ
も
そ
も

は
8
0
0
0
人
規
模
ア
リ
ー
ナ
を
想
定

し
て
い
ま
し
た
が
有
識
者
会
議
か
ら
は

「
3
0
0
0
人
規
模
の
武
道
館
機
能
を
持

つ
多
目
的
施
設
が
望
ま
し
い
」
と
の
提
言

が
。
現
在
、
県
に
あ
る
富
山
武
道
館
と
高

岡
武
道
館
を
統
廃
合
し
て
新
し
く
す
れ

ば
良
い
の
で
は
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
声
を
あ
げ
た
の
が
高
岡
選
出

議
員
た
ち
。
検
討
会
で
「
富
山
駅
か
ら

徒
歩
圏
内
」
と
い
う
発
言
も
あ
り
、
富

山
駅
周
辺
へ
の
一
極
集
中
を
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
中
途
半
端
な
ア

リ
ー
ナ
な
ら
い
ら
な
い
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。
慎
重
な
議
論
を
望
み
ま
す
。

と
や
ま
の
地
方
創
生
と

国
際
目
標
達
成
を
同
時
に

　
去
る
7
月
に
、
富
山
県
が
提
案
す
る

『
環
日
本
海
地
域
を
リ
ー
ド
す
る
「
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
端
県
と
や
ま
」』
が

2
0
1
9
年
度
S
D
Gs
未
来
都
市
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
S
D
Gs
と
は
、
国

連
が
定
め
た
2
0
3
0
年
ま
で
の
国
際

目
標
で
、
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す

る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
富
山
県
で
は
、
他
県
に
先
駆

け
て
「
レ
ジ
袋
有
料
化
」
や
「
リ
サ
イ
ク

ル
等
の
ご
み
ゼ
ロ
推
進
」「
小
水
力
発
電
」

等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
地
方
創
生
と
国

際
社
会
の
共
通
目
標
達
成
の
両
方
を

実
現
す
べ
く
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
元
々
富
山
県
は
、
水
量
が
豊
富
な
環

境
を
活
か
し
た
水
力
発
電
比
率
の
高
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
で
し
た
が
、
さ
ら
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
べ
く
「
小

水
力
発
電
」「
太
陽
光
」「
地
熱
資
源
活
用
」

「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
」等
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ガ
ソ
リ
ン
に

代
わ
り
水
素
で
動
く
燃
料
電
池
車
普
及
の

た
め
の「
と
や
ま
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
も
3
月
に
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ち
な
み
に
S
D
Gs
未
来
都
市
に
は
、

富
山
市
が
前
年
に
、
県
と
一
緒
に
南
砺

市
も
今
年
度
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
進
県
の
富
山
で
す
ら

電
力
の
50
％
で
石
炭
を
使
用

　
し
か
し
電
力
供
給
の
現
実
を
見
る
と
、

北
陸
電
力
の
2
0
1
8
年
度
電
力
構
成

で
最
も
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
る
の

は
石
炭
で
お
よ
そ
50
％
。
C
O
2
排
出

に
よ
る
温
暖
化
の
影
響
が
騒
が
れ
て
い

ま
す
が
、
富
山
県
も
例
外
で
は
な
い
の

で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率

を
上
げ
る
た
め
に
は
、
高
効
率
・
高
信

頼
度
の
新
た
な
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
を

含
め
た
「
ス
マ
ー
ト
（
賢
い
）
ま
ち
づ
く

り
」
へ
の
転
換
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
す
で
に
宇
奈
月
温
泉
や
南
砺
市
で

の
先
進
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
な
に
よ

り
も
環
境
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
県
民
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

　
ち
な
み
に
2
0
2
0
年
3
月
に
は
、

富
山
市
上
冨
居
に
北
陸
初
の
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
完
成
予
定
。
転
換
の
モ
デ

ル
地
区
に
、
富
山
市
新
庄
・
広
田
地
域

が
選
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

重度心身障害者等医療費の助成対象者

ア 身体障害者手帳の障害程度が１級又は２級の方
イ 療育手帳の障害程度がＡの方

６５歳未満で、1

ア 身体障害者手帳の交付を受けた方
イ 療育手帳の交付を受けた方又は知的障害者と
　 判定された方
ウ 引き続き3か月以上ねたきりの状態で、食事、入浴、
　 排便等に常時介護を要すると市町村長が認定した方

65歳以上70歳未満で、2

高齢者医療確保法第50条第１項第２号に
該当する方

3

75歳以上で、高齢者医療確保法施行令別表に
定める程度の障害の状態にあると市町村長が
認定した方

4
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富
山
県
が
S
D
G
s
未
来
都
市
に
選
定
。

環
境
先
進
県
と
し
て
、ど
う
取
組
む
？

富 山 県 政  ト ピ ッ ク ス

自民党会派を代表して鹿熊正一議
員が下記25項目について代表質問
を行いました。

Ⅰ  地方創生の深化に向けた
    取組みについて
1. 9 月補正予算の編成方針
2. 第 2 期とやま未来創生戦略
 （仮称）策定
3. 全国知事会議 in 富山の成果
4. SDGs未来都市選定を受けた取組み
5. 外国人材活躍と多文化共生
 推進に向けた取組み
6. 全天候型多目的スポーツ施設の整備
7. 文化振興の取組み
(1) シアター・オリンピックスについて
(2) 子どもの文化活動の充実
8. 中山間地域創生総合戦略の策定等

Ⅱ 地方経済の活性化について
1. 東海北陸自動車道及び
 能越自動車道の 4 車線化 
2. 観光施策の推進
(1) 立山黒部の世界ブランド化への
 取組み
(2) 世界遺産や国宝など文化財を
 活用した観光プログラムの推進
3. 新しい産業支援拠点の活用
4. 農業所得向上に向けた取組み

Ⅲ 安心・安全な暮らしの
　  実現について
1. 豚コレラ対策
2. 医師確保対策
3. 児童虐待防止と社会的養育推進
4. 河川・道路の防災・安全対策
5. 多様化する犯罪への対応

Ⅳ 明日を拓く人づくりに
     ついて
1. 不登校の未然防止
2. 外国人児童生徒の教育に関する支援
3. 県立高校再編と新時代に対応した
 高等学校改革
(1) 再編対象高校の生徒に対する
 充実した教育機会の保障等
(2) 新高校における地域社会
 リーダー人材育成
(3) 新時代に対応した高校改革

令和元年 9 月定例会
代表質問項目

数ある富山県の重点事業の中でも、藤井だいすけが気になった

トピックをご紹介します。未来のとやまの姿が見えるかもしれません。

発
電

熱
利
用

大規模水力発電　大規模地熱発電

バイオマス熱利用
太陽熱利用

雪氷熱利用

バイオマス燃料製造

温度差熱利用

風力発電
太陽光発電

中規模水力発電
地熱発電

バイオマス発電

クリーン
エネルギー
自動車

天然ガス
コジェネ
レーション

燃料電池
海洋エネルギー

石炭　天然ガス　原子力

石油

革新的な
エネルギー
高度利用技術

供給サイドのエネルギー 

石油代替エネルギー 

再生可能エネルギー 

新エネルギー 

再生可能エネルギーとは

経済産業省の制定する
「電力の小売営業に関
する指針」に基づき、
算定・公表しています

火力発電
61%

水力
発電
28%

石炭  50%

水力
（3万kw以上）
13%

水力
（3万kw未満、
FIT電気を除く）
15%

再生可能エネルギー
（水力以外、FIT電気を除く）  1%未満

その他  1% 
卸電力取引所  5%

北陸電力の電源構成（2018年度実績）

LNG・
その他ガス
10%

石油  1%

FIT電気  5%

東京都港区にある水素ガスステーション。日本に 2台しか
ないらしいセブンイレブンの燃料電池トラックの姿も

富山武道館（写真上）
と高岡武道館（下）は、
ともに老朽化し空調
設備もなく手狭との
要望が出ている。果
たしてどこに立地する
のか。はたまた、建て
替えなしになるのか

※所得制限あり

ト
ピ
ッ
ク 

そ
の
1

ト
ピ
ッ
ク 

そ
の
2

ト
ピ
ッ
ク 

そ
の
3
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メディアの編集長経験が、県議会だよりの

広報編集委員会の議論で活かされることに

　みなさま、こんにちは。議会休会中であっても、所属す

る委員会の視察や、自民党の部会や議員連盟の会合、友

好団体との意見交換会に加え、地元の行事や県政報告会

などがあり、おかげさまで大変充実しております。

　現在、富山県議会では、議会改革基本条例に基づく行

動計画が立てられており、その中で「住民との情報共有の

推進」として①県議会広報の充実②ソーシャルメディア

利用等による情報発信が明記されています。特に①には

“定例会の概要等を掲載した広報紙を試行的に発行、配

布すること”との記述が。そこで私が1期生では唯一、広

報編集委員会に参加することになりました。

　議会改革の議論は2年以上重ねられており、開かれた

県議会を目指すことは合意されているものの、「誰に」「ど

んな内容を伝えて」「どんな態度変容を促すのか」といっ

たメディア設計の基本については全くの白紙状態。第1回

の議論でも、各の々委員が頭に思い浮かべるメディアや内

容が定まっておらず、総論OKだけど各論が噛み合わな

い状態。そこで、「新聞のような正確性重視のタブロイド紙」

と「雑誌のような親しみやすさ重視のマガジン紙」の2種

類のタタキ台を作成することを提案いたしました。

　議論のタタキ台とはいえ、各の々委員が想起するイメー

ジに相違がないように、かなり細かく作り込んで第2回の

委員会に持ち込んだところ、委員の方から感謝の言葉を

いただくとともに、議論の進展にもつながりました。まさか

議員になって新メディアのプレゼンをすることになるとは！ 

人生にムダはありませんね。今回の私の一般質問の記念

撮影で、1時間お待たせしてしまったムダを除けば、ですが。

（左）2種類の広報紙のタタキ台を作成しました　（右）石井県知事も同席された
傍聴参加者との記念写真。撮影時お待たせして本当に申し訳ありません　
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藤井大輔プロフィール

富山県議会議員（富山第一選挙区）、1期1973年（昭和48年）1月19日生まれ。新庄幼稚園、
新庄小学校、新庄中学校で育つ。富山中部高校、大阪大学経済学部を経て、95年に株式会
社リクルートへ就職。2004年フリーマガジン『R25』を創刊し編集長となる。40歳を機に
東京から富山に戻り、現在は富山市新庄地域で高齢者福祉事業を行う株式会社アポケアと
やま専務取締役。社会福祉士の国家資格を持ち、新庄地域包括支援センターの相談員も務
める。20歳の長男と12歳の長女の父。

藤井だいすけ事務所（担当：中市）
TEL：076-471-7119
FAX： 076-471-7129
Email：d-fujii@shinjyou-hills.jp

出前講座をご希望の方は
下記までお問い合わせください。

富山県の健康寿命は全国で女性4位、

男性8位となっており、将来は健康寿

命日本一になることを目指して取り組んで

います。元気で長生きのキーワードは「助

けられ力」。富山らしい長寿を考えます。

健康寿命
日本一を目指して

認知症の対策には、なる前の「予防」と、

なった後の「地域共生」の２つがクルマ

の両輪のように必要となってきます。認

知症にまつわる偏見をなくし、生きやす

い社会について考えます。

認知症の予防と
共生について

少子高齢化は今に始まったわけではなく

昭和の時代からその兆候があったと言わ

れています。子供を産みたい、育てたい

と思える環境にするにはどうしたらよい

かについて考えます。

少子化・
子育て対策について

123

 「県議会、どうでしょう!?」
第2回 ／人生にムダはない？

県議会には摩訶不思議なしきたりや出来事がいっぱいあります。
そんな県議会の不思議に新人議員の藤井だいすけが、

さながら潜入取材のごとく体験レポートをお届けいたします。思わぬ本音が漏れることも？

藤井だいすけの
潜入レポート

藤井だいすけの出前講座、行います！
「地方自治をわかりやすく」「県政をもっと身近に」するために、藤井だいすけが皆さんのお近くに“出前講座”いたします。

代表的な5つのテーマをメニューにしましたが、下記以外の内容でもご希望を承りますのでお問い合わせください。

藤井だいすけ県政通信Vol.02

地方自治をわかりやすく。

01

藤井だいすけへのご意見をお待ちしております　メール：d-fujii@shinjyou-hills.jp

電話：076-471-7119　FAX：076-471-7129　公式サイト：https://www.fujiidaisuke.com/

［  セブン・リバーズとは？ ］
富山平野を流れる、七大河川のこと。3000mの立山から深海1000ｍの富山湾に流れこむ急峻な七大河川の治水対策
が、明治時代の富山県議会の大きな政治課題だった歴史を踏まえ、藤井だいすけ県政報告のタイトルにいたしました。
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4
月
の
富
山
県
議
会
議
員
の

選
挙
か
ら
、
早
6
か
月
。
季
節

は
秋
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く

中
、
藤
井
だ
い
す
け
も
富
山
県

議
会
議
員
と
し
て
、
た
く
さ
ん

の
〝
初
め
て
の
体
験
〟
を
積
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
の

皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
、
あ

ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
元
年
9
月
定

例
議
会
が
9
月
30
日
で
閉
会
い

た
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
私

に
と
っ
て
初
の
一
般
質
問
の
機

会
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
議
員
に
な
る
前
は
「
原

稿
を
読
ん
で
い
る
だ
け
な
ん
で

し
ょ
」
く
ら
い
に
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
議
場
に
登
壇
し
て
み
る

と
こ
れ
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な

い
緊
張
が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
公
式
な
発
言
と
し
て
残
る
だ

け
で
な
く
、
私
の
質
問
は
多
く

の
地
域
の
声
に
支
え
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
重
み

を
ず
っ
し
り
と
感
じ
た
の
で
す
。

　
今
号
も
「
県
議
会
を
わ
か
り

や
す
く
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

9月定例会で初めての一般質問に登壇

発行日／令和元年10月21日　発行所／自由民主党富山県議会議員会
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重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
の

助
成
を
精
神
障
が
い
者
に
も

　
障
が
い
者
の
方
が
持
っ
て
い
る
手
帳

は
大
き
く
3
種
類
あ
り
、
身
体
障
害
手

帳
、（
知
的
障
害
者
向
け
）
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
で
、
そ
れ

ぞ
れ
障
が
い
の
状
態
に
よ
っ
て
障
害
支

援
区
分
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
に
は
医
療

費
の
自
己
負
担
金
を
全
額
助
成
す
る
制

度
が
あ
る
の
で
す
が
、
65
歳
未
満
の
精

神
障
が
い
の
方
は
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法
の
観
点
か
ら

も
、
精
神
だ
け
が
除
外
さ
れ
て
い
る
の
は

お
か
し
い
と
の
議
論
が
、
9
月
議
会
で
も

取
上
げ
ら
れ
、
知
事
か
ら
も
32
都
道
府

県
の
単
独
で
の
助
成
実
績
に
触
れ
つ
つ

「
県
で
早
期
に
結
論
を
出
し
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
法
律
や
制
度
に
は
必
ず
穴
が
存
在
し

ま
す
。
公
平
性
と
平
等
性
の
観
点
で
、

是
正
す
べ
き
と
私
は
考
え
ま
す
。

全
天
候
型
体
育
文
化
施
設
は

ど
こ
に
で
き
る
の
？

　
9
月
の
予
算
特
別
委
員
会
で
、
高
岡 

選
出
の
県
議
会
議
員
が
揃
っ
て
質
問
を

し
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
話
題
に
な
っ
た
「
全

天
候
型
体
育
文
化
施
設
」。そ
も
そ
も

は
8
0
0
0
人
規
模
ア
リ
ー
ナ
を
想
定

し
て
い
ま
し
た
が
有
識
者
会
議
か
ら
は

「
3
0
0
0
人
規
模
の
武
道
館
機
能
を
持

つ
多
目
的
施
設
が
望
ま
し
い
」
と
の
提
言

が
。
現
在
、
県
に
あ
る
富
山
武
道
館
と
高

岡
武
道
館
を
統
廃
合
し
て
新
し
く
す
れ

ば
良
い
の
で
は
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
声
を
あ
げ
た
の
が
高
岡
選
出

議
員
た
ち
。
検
討
会
で
「
富
山
駅
か
ら

徒
歩
圏
内
」
と
い
う
発
言
も
あ
り
、
富

山
駅
周
辺
へ
の
一
極
集
中
を
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
中
途
半
端
な
ア

リ
ー
ナ
な
ら
い
ら
な
い
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。
慎
重
な
議
論
を
望
み
ま
す
。

と
や
ま
の
地
方
創
生
と

国
際
目
標
達
成
を
同
時
に

　
去
る
7
月
に
、
富
山
県
が
提
案
す
る

『
環
日
本
海
地
域
を
リ
ー
ド
す
る
「
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
端
県
と
や
ま
」』
が

2
0
1
9
年
度
S
D
Gs
未
来
都
市
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
S
D
Gs
と
は
、
国

連
が
定
め
た
2
0
3
0
年
ま
で
の
国
際

目
標
で
、
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す

る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
富
山
県
で
は
、
他
県
に
先
駆

け
て
「
レ
ジ
袋
有
料
化
」
や
「
リ
サ
イ
ク

ル
等
の
ご
み
ゼ
ロ
推
進
」「
小
水
力
発
電
」

等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
地
方
創
生
と
国

際
社
会
の
共
通
目
標
達
成
の
両
方
を

実
現
す
べ
く
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
元
々
富
山
県
は
、
水
量
が
豊
富
な
環

境
を
活
か
し
た
水
力
発
電
比
率
の
高
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
で
し
た
が
、
さ
ら
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
べ
く
「
小

水
力
発
電
」「
太
陽
光
」「
地
熱
資
源
活
用
」

「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
」等
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ガ
ソ
リ
ン
に

代
わ
り
水
素
で
動
く
燃
料
電
池
車
普
及
の

た
め
の「
と
や
ま
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
も
3
月
に
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ち
な
み
に
S
D
Gs
未
来
都
市
に
は
、

富
山
市
が
前
年
に
、
県
と
一
緒
に
南
砺

市
も
今
年
度
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
進
県
の
富
山
で
す
ら

電
力
の
50
％
で
石
炭
を
使
用

　
し
か
し
電
力
供
給
の
現
実
を
見
る
と
、

北
陸
電
力
の
2
0
1
8
年
度
電
力
構
成

で
最
も
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
る
の

は
石
炭
で
お
よ
そ
50
％
。
C
O
2
排
出

に
よ
る
温
暖
化
の
影
響
が
騒
が
れ
て
い

ま
す
が
、
富
山
県
も
例
外
で
は
な
い
の

で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率

を
上
げ
る
た
め
に
は
、
高
効
率
・
高
信

頼
度
の
新
た
な
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
を

含
め
た
「
ス
マ
ー
ト
（
賢
い
）
ま
ち
づ
く

り
」
へ
の
転
換
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
す
で
に
宇
奈
月
温
泉
や
南
砺
市
で

の
先
進
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
な
に
よ

り
も
環
境
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
県
民
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

　
ち
な
み
に
2
0
2
0
年
3
月
に
は
、

富
山
市
上
冨
居
に
北
陸
初
の
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
完
成
予
定
。
転
換
の
モ
デ

ル
地
区
に
、
富
山
市
新
庄
・
広
田
地
域

が
選
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

重度心身障害者等医療費の助成対象者

ア 身体障害者手帳の障害程度が１級又は２級の方
イ 療育手帳の障害程度がＡの方

６５歳未満で、1

ア 身体障害者手帳の交付を受けた方
イ 療育手帳の交付を受けた方又は知的障害者と
　 判定された方
ウ 引き続き3か月以上ねたきりの状態で、食事、入浴、
　 排便等に常時介護を要すると市町村長が認定した方

65歳以上70歳未満で、2

高齢者医療確保法第50条第１項第２号に
該当する方

3

75歳以上で、高齢者医療確保法施行令別表に
定める程度の障害の状態にあると市町村長が
認定した方

4
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富
山
県
が
S
D
G
s
未
来
都
市
に
選
定
。

環
境
先
進
県
と
し
て
、ど
う
取
組
む
？

富 山 県 政  ト ピ ッ ク ス

自民党会派を代表して鹿熊正一議
員が下記25項目について代表質問
を行いました。

Ⅰ  地方創生の深化に向けた
    取組みについて
1. 9 月補正予算の編成方針
2. 第 2 期とやま未来創生戦略
 （仮称）策定
3. 全国知事会議 in 富山の成果
4. SDGs未来都市選定を受けた取組み
5. 外国人材活躍と多文化共生
 推進に向けた取組み
6. 全天候型多目的スポーツ施設の整備
7. 文化振興の取組み
(1) シアター・オリンピックスについて
(2) 子どもの文化活動の充実
8. 中山間地域創生総合戦略の策定等

Ⅱ 地方経済の活性化について
1. 東海北陸自動車道及び
 能越自動車道の 4 車線化 
2. 観光施策の推進
(1) 立山黒部の世界ブランド化への
 取組み
(2) 世界遺産や国宝など文化財を
 活用した観光プログラムの推進
3. 新しい産業支援拠点の活用
4. 農業所得向上に向けた取組み

Ⅲ 安心・安全な暮らしの
　  実現について
1. 豚コレラ対策
2. 医師確保対策
3. 児童虐待防止と社会的養育推進
4. 河川・道路の防災・安全対策
5. 多様化する犯罪への対応

Ⅳ 明日を拓く人づくりに
     ついて
1. 不登校の未然防止
2. 外国人児童生徒の教育に関する支援
3. 県立高校再編と新時代に対応した
 高等学校改革
(1) 再編対象高校の生徒に対する
 充実した教育機会の保障等
(2) 新高校における地域社会
 リーダー人材育成
(3) 新時代に対応した高校改革

令和元年 9 月定例会
代表質問項目

数ある富山県の重点事業の中でも、藤井だいすけが気になった

トピックをご紹介します。未来のとやまの姿が見えるかもしれません。

発
電

熱
利
用

大規模水力発電　大規模地熱発電

バイオマス熱利用
太陽熱利用

雪氷熱利用

バイオマス燃料製造

温度差熱利用

風力発電
太陽光発電

中規模水力発電
地熱発電

バイオマス発電

クリーン
エネルギー
自動車

天然ガス
コジェネ
レーション

燃料電池
海洋エネルギー

石炭　天然ガス　原子力

石油

革新的な
エネルギー
高度利用技術

供給サイドのエネルギー 

石油代替エネルギー 

再生可能エネルギー 

新エネルギー 

再生可能エネルギーとは

経済産業省の制定する
「電力の小売営業に関
する指針」に基づき、
算定・公表しています

火力発電
61%

水力
発電
28%

石炭  50%

水力
（3万kw以上）
13%

水力
（3万kw未満、
FIT電気を除く）
15%

再生可能エネルギー
（水力以外、FIT電気を除く）  1%未満

その他  1% 
卸電力取引所  5%

北陸電力の電源構成（2018年度実績）

LNG・
その他ガス
10%

石油  1%

FIT電気  5%

東京都港区にある水素ガスステーション。日本に 2台しか
ないらしいセブンイレブンの燃料電池トラックの姿も

富山武道館（写真上）
と高岡武道館（下）は、
ともに老朽化し空調
設備もなく手狭との
要望が出ている。果
たしてどこに立地する
のか。はたまた、建て
替えなしになるのか

※所得制限あり

ト
ピ
ッ
ク 

そ
の
1

ト
ピ
ッ
ク 

そ
の
2

ト
ピ
ッ
ク 

そ
の
3

03

メディアの編集長経験が、県議会だよりの

広報編集委員会の議論で活かされることに

　みなさま、こんにちは。議会休会中であっても、所属す

る委員会の視察や、自民党の部会や議員連盟の会合、友

好団体との意見交換会に加え、地元の行事や県政報告会

などがあり、おかげさまで大変充実しております。

　現在、富山県議会では、議会改革基本条例に基づく行

動計画が立てられており、その中で「住民との情報共有の

推進」として①県議会広報の充実②ソーシャルメディア

利用等による情報発信が明記されています。特に①には

“定例会の概要等を掲載した広報紙を試行的に発行、配

布すること”との記述が。そこで私が1期生では唯一、広

報編集委員会に参加することになりました。

　議会改革の議論は2年以上重ねられており、開かれた

県議会を目指すことは合意されているものの、「誰に」「ど

んな内容を伝えて」「どんな態度変容を促すのか」といっ

たメディア設計の基本については全くの白紙状態。第1回

の議論でも、各の々委員が頭に思い浮かべるメディアや内

容が定まっておらず、総論OKだけど各論が噛み合わな

い状態。そこで、「新聞のような正確性重視のタブロイド紙」

と「雑誌のような親しみやすさ重視のマガジン紙」の2種

類のタタキ台を作成することを提案いたしました。

　議論のタタキ台とはいえ、各の々委員が想起するイメー

ジに相違がないように、かなり細かく作り込んで第2回の

委員会に持ち込んだところ、委員の方から感謝の言葉を

いただくとともに、議論の進展にもつながりました。まさか

議員になって新メディアのプレゼンをすることになるとは！ 

人生にムダはありませんね。今回の私の一般質問の記念

撮影で、1時間お待たせしてしまったムダを除けば、ですが。

（左）2種類の広報紙のタタキ台を作成しました　（右）石井県知事も同席された
傍聴参加者との記念写真。撮影時お待たせして本当に申し訳ありません　
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藤井大輔プロフィール

富山県議会議員（富山第一選挙区）、1期1973年（昭和48年）1月19日生まれ。新庄幼稚園、
新庄小学校、新庄中学校で育つ。富山中部高校、大阪大学経済学部を経て、95年に株式会
社リクルートへ就職。2004年フリーマガジン『R25』を創刊し編集長となる。40歳を機に
東京から富山に戻り、現在は富山市新庄地域で高齢者福祉事業を行う株式会社アポケアと
やま専務取締役。社会福祉士の国家資格を持ち、新庄地域包括支援センターの相談員も務
める。20歳の長男と12歳の長女の父。

藤井だいすけ事務所（担当：中市）
TEL：076-471-7119
FAX： 076-471-7129
Email：d-fujii@shinjyou-hills.jp

出前講座をご希望の方は
下記までお問い合わせください。

富山県の健康寿命は全国で女性4位、

男性8位となっており、将来は健康寿

命日本一になることを目指して取り組んで

います。元気で長生きのキーワードは「助

けられ力」。富山らしい長寿を考えます。

健康寿命
日本一を目指して

認知症の対策には、なる前の「予防」と、

なった後の「地域共生」の２つがクルマ

の両輪のように必要となってきます。認

知症にまつわる偏見をなくし、生きやす

い社会について考えます。

認知症の予防と
共生について

少子高齢化は今に始まったわけではなく

昭和の時代からその兆候があったと言わ

れています。子供を産みたい、育てたい

と思える環境にするにはどうしたらよい

かについて考えます。

少子化・
子育て対策について
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 「県議会、どうでしょう!?」
第2回 ／人生にムダはない？

県議会には摩訶不思議なしきたりや出来事がいっぱいあります。
そんな県議会の不思議に新人議員の藤井だいすけが、

さながら潜入取材のごとく体験レポートをお届けいたします。思わぬ本音が漏れることも？

藤井だいすけの
潜入レポート

藤井だいすけの出前講座、行います！
「地方自治をわかりやすく」「県政をもっと身近に」するために、藤井だいすけが皆さんのお近くに“出前講座”いたします。

代表的な5つのテーマをメニューにしましたが、下記以外の内容でもご希望を承りますのでお問い合わせください。

藤井だいすけ県政通信Vol.02

地方自治をわかりやすく。

01

藤井だいすけへのご意見をお待ちしております　メール：d-fujii@shinjyou-hills.jp

電話：076-471-7119　FAX：076-471-7129　公式サイト：https://www.fujiidaisuke.com/

［  セブン・リバーズとは？ ］
富山平野を流れる、七大河川のこと。3000mの立山から深海1000ｍの富山湾に流れこむ急峻な七大河川の治水対策
が、明治時代の富山県議会の大きな政治課題だった歴史を踏まえ、藤井だいすけ県政報告のタイトルにいたしました。
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4
月
の
富
山
県
議
会
議
員
の

選
挙
か
ら
、
早
6
か
月
。
季
節

は
秋
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く

中
、
藤
井
だ
い
す
け
も
富
山
県

議
会
議
員
と
し
て
、
た
く
さ
ん

の
〝
初
め
て
の
体
験
〟
を
積
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
の

皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
、
あ

ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
元
年
9
月
定

例
議
会
が
9
月
30
日
で
閉
会
い

た
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
私

に
と
っ
て
初
の
一
般
質
問
の
機

会
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
議
員
に
な
る
前
は
「
原

稿
を
読
ん
で
い
る
だ
け
な
ん
で

し
ょ
」
く
ら
い
に
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
議
場
に
登
壇
し
て
み
る

と
こ
れ
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な

い
緊
張
が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
公
式
な
発
言
と
し
て
残
る
だ

け
で
な
く
、
私
の
質
問
は
多
く

の
地
域
の
声
に
支
え
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
重
み

を
ず
っ
し
り
と
感
じ
た
の
で
す
。

　
今
号
も
「
県
議
会
を
わ
か
り

や
す
く
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

9月定例会で初めての一般質問に登壇

発行日／令和元年10月21日　発行所／自由民主党富山県議会議員会
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だ
い
す
け
初
の
一
般
質
問
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
届
け
！

大
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目
① 

県
内
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

大
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目
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全
世
代
型
社
会
保
障
へ
の
取
組
み

仏
生
ま
れ
の
認
知
症
ケ
ア
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
と
は
？
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富
山
県
立
大
学
看
護
学
部

で
画
期
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
２
つ
め
の
テ
ー
マ
は
「
全
世
代

型
社
会
保
障
」。
国
の
骨
太
方
針

で
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
予
算
が

限
ら
れ
て
い
る
中
で
ど
の
よ
う
に

計
画
を
組
み
立
て
る
か
、
知
事
の

手
腕
が
問
わ
れ
ま
す
。
今
回
私

は
「
介
護
保
険
」「
認
知
症
対
策
」

「
子
ど
も
の
貧
困
」「
児
童
虐
待
」

を
重
点
事
項
と
し
て
問
い
ま
し

た
が
、こ
こ
で
は
「
認
知
症
対
策
」

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？
「
見
る
」「
話

す
」「
触
れ
る
」「
立
つ
」
を
基

本
と
し
た
仏
生
ま
れ
の
認
知
症

ケ
ア
技
法
で
、
5
年
ほ
ど
前
に

N
H
K
で
紹
介
さ
れ
話
題
に
。

認
知
症
の
人
が
「
自
分
は
人
間

な
ん
だ
」「
大
切
に
さ
れ
て
い
る
」

と
感
じ
る
こ
と
で
、
問
題
行
動
が

な
く
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
4
月
に
開
設
し
た
富
山

県
立
大
学
看
護
学
部
で
は
、
こ
の

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
看
護
学
を
組

み
合
わ
せ
た
世
界
で
も
画
期
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
。
し
か
も

特
任
教
授
と
し
て
、
創
始
者
で
あ

る
イ
ヴ
・
ジ
ネ
ス
ト
先
生
が
直
接

講
義
を
す
る
の
で
す
。
看
護
学
部

長
の
竹
内
先
生
は
「
病
院
か
ら
身

体
拘
束
を
な
く
し
た
い
」
と
の
思

い
で
、
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
取
入
れ

る
こ
と
を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

富
山
の
医
療
介
護
関
係
者

へ
の
啓
発
を
ど
う
す
る
か

　
し
か
し
、せ
っ
か
く
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
を
学
ぶ
看
護
学
生
が
増
え
て

も
、
就
職
先
の
病
院
や
介
護
施

設
、
地
域
活
動
等
で
活
か
せ
る
状

況
を
作
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
知
事
に
「
富

山
県
と
し
て
、
主
に
医
療
介
護

関
係
者
に
対
す
る
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
の
啓
発
活
動
を
ど
の
よ
う
に
お

考
え
な
の
か
、
ま
た
県
の
認
知
症

施
策
推
進
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

普
及
を
位
置
づ
け
て
い
く
の
か
」

を
問
い
ま
し
た
。

　
知
事
か
ら
は
「
看
護
職
向
け

や
医
療
介
護
福
祉
の
専
門
職
向

け
の
研
修
や
公
開
講
座
を
実
施

し
、
す
で
に
行
政
職
員
等
が
74

名
参
加
し
た
実
績
も
あ
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
も
県
立
大
学
主
催
の

公
開
講
座
に
参
加
し
、
ジ
ネ
ス
ト

先
生
本
人
の
講
義
を
聴
講
。
や

は
り
ご
本
人
の
言
葉
は
説
得
力

が
違
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
啓
発
普

及
に
、
福
祉
の
専
門
職
で
あ
る

私
も
知
恵
を
絞
り
ま
す
。

富
山
県
が
働
き
や
す
い
は
、

ど
こ
ま
で
本
当
な
の
か
？

　
藤
井
だ
い
す
け
の
初
の
一
般
質

問
で
は
、
大
き
く
3
つ
の
テ
ー

マ
を
設
定
。
テ
ー
マ
ご
と
に
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
１
つ
め
は
「
県
内
経
済

の
活
性
化
」
に
つ
い
て
。
働
き
方

改
革
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
で
す

が
、
そ
の
本
来
の
目
的
は
〝
多
様

な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
〟
で
す
。
も

の
づ
く
り
が
強
い
富
山
県
は
工
場

勤
務
の
方
が
多
く
、
勤
務
場
所

と
労
働
時
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る

「
硬
直
し
た
労
働
形
態
」
ゆ
え
、

労
働
に
参
加
で
き
な
い
人
が
多
い

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
が
。

そ
こ
で
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対

策
や
育
児
介
護
と
仕
事
の
両
立

支
援
、
障
が
い
者
雇
用
の
取
組
み

状
況
を
問
う
と
、
富
山
で
は
30

人
以
上
の
小
規
模
事
業
者
に
両

立
支
援
の
届
け
出
を
義
務
付
け

た
り
、
製
造
業
で
の
短
時
間
労

働
勤
務
や
障
が
い
者
が
働
き
や

す
い
よ
う
支
援
員
の
配
置
が
あ
っ

た
り
と
、
こ
ま
や
か
な
配
慮
が
。

と
は
い
え
、
ま
だ
支
援
が
行
き
届

い
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
引 

き
続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

〝
サ
ク
ラ
マ
ス
型
人
材
〟に

対
す
る
新
た
な
支
援
策
を

　
富
山
県
の
移
住
者
が
2
0
1
8

年
度
に
9
0
5
人
と
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
移
住

者
を
増
や
す
た
め
に
も
、
県
出

身
者
で
大
都
市
圏
に
就
業
し
た

人
が
30
〜
40
代
で
戻
っ
て
く
る

「
サ
ク
ラ
マ
ス
型
人
材
」
へ
の
支
援

強
化
を
訴
え
ま
し
た
。「
鱒
の
寿

司
」
の
原
材
料
で
あ
る
サ
ク
ラ
マ

ス
は
、
海
に
下
っ
て
回
遊
し
生
ま

れ
た
川
に
戻
っ
て
き
ま
す
が
、
一

生
を
淡
水
で
暮
ら
す
種
も
お
り
、

ヤ
マ
メ
と
呼
び
ま
す
。「
富
山
に

生
ま
れ
、
学
び
、
富
山
で
就
職

す
る
」
ヤ
マ
メ
型
人
材
も
大
事
で

す
が
、
県
外
や
海
外
の
就
業
経

験
を
持
っ
た
人
材
も
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
八
村
塁
選
手
も
、
サ

ク
ラ
マ
ス
型
人
材
の
候
補
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
人
材
が
富
山
に

戻
っ
て
き
た
く
な
る
よ
う
、
二
地

域
で
の
居
住
も
含
め
た
移
住
支

援
が
で
き
な
い
か
と
の
問
い
に
、

知
事
は
「
面
白
い
提
案
だ
が
、
単

な
る
帰
省
す
る
人
と
の
線
引
き

が
難
し
い
と
こ
ろ
。
た
だ
首
都
圏

在
住
の
女
性
向
け
二
地
域
居
住

の
セ
ミ
ナ
ー
が
満
席
に
な
る
等
、

ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

（上）常願寺川上流の白岩砂防堰堤は、戦前に建設。立
山カルデラの土砂が一気に下流域へ流れないように機能
している　（右）NTT ドコモの５G 体験での一コマ。手の
ひらの上で AR（拡張現実）のバンドが演奏

（右）ジネスト先生と。「児童が川の字で両親と寝るような、日本の愛着深い
カルチャーにはユマニチュード発展の大いなる可能性がある」とのこと　（左）
県立大学だけでなく、富山国際大学子ども育成学部の村上満先生も、学生を
巻き込んだ子どもの貧困対策を実践。私もディスカッションしてきました

（右）移住者数は右肩上がりで、平成 30 年度は前年度比 24% 増と過去最高
と過去最高に。県人口も 3 年連続で社会増となっている（自然減の影響が大
きいので、全体人口は減少）（左）全く同じ種の魚だが、降海型のサクラマスは、
陸封型のヤマメよりも 2 ～ 3 倍ほどに成長する

サクラマス

© Atelier POLKADOTZ
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大
項
目
③ 

県
民
の
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

国
土
強
靭
化
や
５
G
の
対
応
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
る
？

た
だ
原
稿
を
読
ん
で
る
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
…

「
一
般
質
問
」
が
で
き
る
ま
で
の
裏
側
、
教
え
ま
す
！

事
前
通
告
の
重
要
度
が

高
い
の
が
本
会
議
の
質
問

　
定
例
議
会
中
で
、
議
員
に
公

式
な
発
言
機
会
を
与
え
ら
れ
る

の
は
、
①
本
会
議
②
常
任
委
員

会
③
予
算
特
別
委
員
会
の
大
き

く
３
つ
。
ど
れ
も
質
問
内
容
を

事
前
通
告
す
る
の
が
慣
例
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
最
も
慎
重
に
事
前

や
り
と
り
を
行
う
の
が
①
本
会

議
の
一
般
質
問
に
な
り
ま
す
。
②

や
③
は
一
問
一
答
形
式
で
行
う
の

で
、
通
告
な
し
の
質
問
を
し
た

り
、
知
事
答
弁
へ
の
切
り
返
し
も

で
き
た
り
と
、
①
に
比
べ
れ
ば
自

由
度
が
高
い
。
一
般
質
問
は
事
前

通
告
の
通
り
に
発
言
す
る
の
で
、

逆
に
言
え
ば
そ
れ
だ
け
、
本
会

議
で
の
答
弁
と
い
う
の
は
重
要

度・公
式
度
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

原
稿
を
読
ん
で
る
だ
け
に
見
え
る

の
に
は
、
そ
う
い
う
背
景
が
あ
る

の
で
す
。
富
山
県
議
会
で
は
、
一

般
質
問
は
答
弁
込
み
で
1
人
60

分
が
基
本
と
さ
れ
、
議
員
側
が

質
問
す
る
時
間
は
20
分
と
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
読
み
原
稿
の
分

量
は
5
5
0
0
字
か
ら
6
0
0
0

字
程
度
で
、質
問
数
は
12
〜
14
個
、

う
ち
知
事
答
弁
は
3
問
程
度
が
平

均
的
と
、
新
人
議
員
に
は
ご
丁
寧

な
レ
ク
チ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

情
報
収
集
は
2
か
月
前

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

　
私
が
一
般
質
問
の
た
め
の
下
調

べ
を
始
め
た
の
が
、
7
月
下
旬
。

個
人
的
に
気
に
な
る
テ
ー
マ
を
、

県
庁
内
外
問
わ
ず
情
報
収
集
。

質
問
日
の
10
日
前
く
ら
い
に
財

政
課
の
担
当
職
員
が
付
き
、
自

分
の
問
題
意
識
や
全
体
の
方
向

性
を
共
有
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

私
の
場
合
は
、
読
み
原
稿
の
第
一

稿
を
作
っ
て
担
当
職
員
に
お
渡
し

し
、
各
質
問
を
ど
の
部
局
が
担

当
す
る
か
を
調
整
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。「
こ
の
質
問
の
意
図
が
わ

か
ら
な
い
」「
管
轄
が
違
う
の
で

県
と
し
て
は
答
え
ら
れ
な
い
」
な

ど
の
返
答
が
あ
る
の
で
、〝
議
員

と
し
て
の
問
題
意
識
〟
を
ぶ
ら
さ

ず
に
質
問
を
シ
ャ
ー
プ
に
し
て
い

き
ま
す
。
議
員
に
よ
っ
て
は
、
こ

の
や
り
と
り
で
大
ゲ
ン
カ
に
発
展

す
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。

　
部
局
か
ら
の
答
弁
は
、
多
く
は

本
会
議
場
で
初
め
て
聞
く
こ
と
に

な
る
の
で
、「
こ
の
聞
き
方
だ
と

こ
ん
な
答
弁
し
か
返
っ
て
こ
な
い

の
か
」
と
な
る
こ
と
も
。
な
の
で
、

私
は
全
て
の
議
員
の
一
般
質
問
と

答
弁
を
細
か
く
メ
モ
し
て
、
漏
ら

さ
ず
参
考
に
し
て
お
り
ま
す
。

老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
。

砂
防
施
設
の
改
築
は
順
調

　
今
年
の
夏
も
、
台
風
や
線
状

降
水
帯
に
よ
る
災
害
が
、
千
葉
や

西
日
本
で
発
生
。
こ
れ
ら
の
災
害

は
富
山
県
に
と
っ
て
も
決
し
て
他

人
事
で
は
な
く
、
県
民
の
生
活
や

命
を
支
え
る
た
め
に
も
、
県
土
の

強
靭
化
は
急
務
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
先
日
も
神
通
川
右
岸
堤

防
工
事
が
起
工
が
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
過
去
に
富
山
市
新
庄
・
新

庄
北
地
区
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
、
常
願
寺
川
流
域
も

含
め
た
治
水
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
た
と
こ
ろ
、「
平
成
25
年
の
緊

急
点
検
結
果
を
踏
ま
え
た
老
朽

化
し
た
砂
防
施
設
の
改
築
は
38

か
所
中
34
で
整
備
完
了
。
残
り
も

す
で
に
工
事
着
工
、
調
整
中
で
あ

り
進
捗
は
順
調
」と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
道
路
や
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等
は

昭
和
の
高
度
成
長
期
に
整
備
さ

れ
た
も
の
が
多
く
、
50
年
経
過
し

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
国
の

3
か
年
緊
急
対
策
費
を
活
用
し
、

防
災
・
減
災
対
策
を
速
や
か
に
進

め
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

大
手
通
信
事
業
者
が

整
備
し
な
い
エ
リ
ア
も

　
い
よ
い
よ
来
年
か
ら
、
第
五
世

代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
、
い
わ
ゆ

る
５
G
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

５
G
基
地
局
の
整
備
が
進
ま
な

け
れ
ば
、
県
民
の
利
便
性
は
上
が

り
ま
せ
ん
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の

公
共
交
通
に
よ
る
移
動
支
援
の

可
能
性
や
、
高
精
細
画
像
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
の
可
能
性
を

考
え
る
と
、
特
に
移
動
手
段
が

な
く
医
師
が
不
足
し
て
い
る
よ
う

な
、
過
疎
化
が
進
む
中
山
間
地

域
に
こ
そ
、
５
G
の
恩
恵
は
大
き

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
間
の
偏
り
の
な

い
５
G
基
地
局
の
整
備
に
関
し
、

ど
の
よ
う
な
要
望
を
国
や
事
業

者
に
行
う
の
か
を
問
う
と
「
民

間
の
大
手
通
信
事
業
者
か
ら
は

経
営
の
秘
匿
情
報
と
い
う
こ
と

で
情
報
開
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

7
月
の
全
国
知
事
会
議
で
も
基

地
局
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
開
示
の

要
求
を
提
言
に
盛
り
込
ん
だ
と

こ
ろ
」
と
の
答
弁
が
。

　
大
手
通
信
事
業
者
は
利
益
を

優
先
す
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
地

域
間
の
偏
り
が
。
そ
う
な
る
と

自
治
体
等
が
自
営
す
る
「
ロ
ー
カ

ル
５
G
」
の
活
用
は
必
須
。
年

内
に
総
務
省
が
申
請
受
付
を
開

始
予
定
な
の
で
注
目
で
す
。

議会質問ができるまで

議会前常任委員会の開催日（6〜7 営業日前）
執行部との調整を行う、財務課の担当職員と顔合わせ。日程等の確認
※財政課では、①数値等の事実確認　②他議員との質問の重複確認
③だれが質問に答えるか答弁者の整理を行う

質問日の 4 営業日前までに最初の打ち合わせ
議員から財政課へ。読み原稿案や質問のメモ等を提供し、それを元に打ち合わせ

3 営業日前まで
財政課から議員へ。②の打ち合わせ後、財政課が作成した質問用紙を提供。
議員が確認した後、財政課から担当部局に情報提供

2 営業日前
議員と財政課で、議会の休憩時間等に打ち合わせを行い、内容を固めていく

1 営業日前
最終確認。議員は議会事務局へ通告書を提出

だ
い
す
け
の

「
そ
こ
が

知
り
た
い
！
」

新
聞
や
雑
誌
や
ネ
ッ
ト
の
情
報
は
、
速
報
性
や

話
題
性
を
重
視
す
る
ゆ
え
、
本
質
が
見
え
に
く
い
。

世
の
中
の「
そ
も
そ
も
」
を
ひ
も
解
い
て
い
く
と
、

真
実
が
見
え
て
く
る
…
…
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

富山県の移住者数の推移
（人）
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だ
い
す
け
初
の
一
般
質
問
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
届
け
！

大
項
目
① 

県
内
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

大
項
目
② 

全
世
代
型
社
会
保
障
へ
の
取
組
み

仏
生
ま
れ
の
認
知
症
ケ
ア
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
と
は
？
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富
山
県
立
大
学
看
護
学
部

で
画
期
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
２
つ
め
の
テ
ー
マ
は
「
全
世
代

型
社
会
保
障
」。
国
の
骨
太
方
針

で
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
予
算
が

限
ら
れ
て
い
る
中
で
ど
の
よ
う
に

計
画
を
組
み
立
て
る
か
、
知
事
の

手
腕
が
問
わ
れ
ま
す
。
今
回
私

は
「
介
護
保
険
」「
認
知
症
対
策
」

「
子
ど
も
の
貧
困
」「
児
童
虐
待
」

を
重
点
事
項
と
し
て
問
い
ま
し

た
が
、こ
こ
で
は
「
認
知
症
対
策
」

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？
「
見
る
」「
話

す
」「
触
れ
る
」「
立
つ
」
を
基

本
と
し
た
仏
生
ま
れ
の
認
知
症

ケ
ア
技
法
で
、
5
年
ほ
ど
前
に

N
H
K
で
紹
介
さ
れ
話
題
に
。

認
知
症
の
人
が
「
自
分
は
人
間

な
ん
だ
」「
大
切
に
さ
れ
て
い
る
」

と
感
じ
る
こ
と
で
、
問
題
行
動
が

な
く
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
4
月
に
開
設
し
た
富
山

県
立
大
学
看
護
学
部
で
は
、
こ
の

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
看
護
学
を
組

み
合
わ
せ
た
世
界
で
も
画
期
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
。
し
か
も

特
任
教
授
と
し
て
、
創
始
者
で
あ

る
イ
ヴ
・
ジ
ネ
ス
ト
先
生
が
直
接

講
義
を
す
る
の
で
す
。
看
護
学
部

長
の
竹
内
先
生
は
「
病
院
か
ら
身

体
拘
束
を
な
く
し
た
い
」
と
の
思

い
で
、
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
取
入
れ

る
こ
と
を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

富
山
の
医
療
介
護
関
係
者

へ
の
啓
発
を
ど
う
す
る
か

　
し
か
し
、せ
っ
か
く
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
を
学
ぶ
看
護
学
生
が
増
え
て

も
、
就
職
先
の
病
院
や
介
護
施

設
、
地
域
活
動
等
で
活
か
せ
る
状

況
を
作
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
知
事
に
「
富

山
県
と
し
て
、
主
に
医
療
介
護

関
係
者
に
対
す
る
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
の
啓
発
活
動
を
ど
の
よ
う
に
お

考
え
な
の
か
、
ま
た
県
の
認
知
症

施
策
推
進
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

普
及
を
位
置
づ
け
て
い
く
の
か
」

を
問
い
ま
し
た
。

　
知
事
か
ら
は
「
看
護
職
向
け

や
医
療
介
護
福
祉
の
専
門
職
向

け
の
研
修
や
公
開
講
座
を
実
施

し
、
す
で
に
行
政
職
員
等
が
74

名
参
加
し
た
実
績
も
あ
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
も
県
立
大
学
主
催
の

公
開
講
座
に
参
加
し
、
ジ
ネ
ス
ト

先
生
本
人
の
講
義
を
聴
講
。
や

は
り
ご
本
人
の
言
葉
は
説
得
力

が
違
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
啓
発
普

及
に
、
福
祉
の
専
門
職
で
あ
る

私
も
知
恵
を
絞
り
ま
す
。

富
山
県
が
働
き
や
す
い
は
、

ど
こ
ま
で
本
当
な
の
か
？

　
藤
井
だ
い
す
け
の
初
の
一
般
質

問
で
は
、
大
き
く
3
つ
の
テ
ー

マ
を
設
定
。
テ
ー
マ
ご
と
に
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
１
つ
め
は
「
県
内
経
済

の
活
性
化
」
に
つ
い
て
。
働
き
方

改
革
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
で
す

が
、
そ
の
本
来
の
目
的
は
〝
多
様

な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
〟
で
す
。
も

の
づ
く
り
が
強
い
富
山
県
は
工
場

勤
務
の
方
が
多
く
、
勤
務
場
所

と
労
働
時
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る

「
硬
直
し
た
労
働
形
態
」
ゆ
え
、

労
働
に
参
加
で
き
な
い
人
が
多
い

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
が
。

そ
こ
で
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対

策
や
育
児
介
護
と
仕
事
の
両
立

支
援
、
障
が
い
者
雇
用
の
取
組
み

状
況
を
問
う
と
、
富
山
で
は
30

人
以
上
の
小
規
模
事
業
者
に
両

立
支
援
の
届
け
出
を
義
務
付
け

た
り
、
製
造
業
で
の
短
時
間
労

働
勤
務
や
障
が
い
者
が
働
き
や

す
い
よ
う
支
援
員
の
配
置
が
あ
っ

た
り
と
、
こ
ま
や
か
な
配
慮
が
。

と
は
い
え
、
ま
だ
支
援
が
行
き
届

い
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
引 

き
続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

〝
サ
ク
ラ
マ
ス
型
人
材
〟に

対
す
る
新
た
な
支
援
策
を

　
富
山
県
の
移
住
者
が
2
0
1
8

年
度
に
9
0
5
人
と
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
移
住

者
を
増
や
す
た
め
に
も
、
県
出

身
者
で
大
都
市
圏
に
就
業
し
た

人
が
30
〜
40
代
で
戻
っ
て
く
る

「
サ
ク
ラ
マ
ス
型
人
材
」
へ
の
支
援

強
化
を
訴
え
ま
し
た
。「
鱒
の
寿

司
」
の
原
材
料
で
あ
る
サ
ク
ラ
マ

ス
は
、
海
に
下
っ
て
回
遊
し
生
ま

れ
た
川
に
戻
っ
て
き
ま
す
が
、
一

生
を
淡
水
で
暮
ら
す
種
も
お
り
、

ヤ
マ
メ
と
呼
び
ま
す
。「
富
山
に

生
ま
れ
、
学
び
、
富
山
で
就
職

す
る
」
ヤ
マ
メ
型
人
材
も
大
事
で

す
が
、
県
外
や
海
外
の
就
業
経

験
を
持
っ
た
人
材
も
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
八
村
塁
選
手
も
、
サ

ク
ラ
マ
ス
型
人
材
の
候
補
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
人
材
が
富
山
に

戻
っ
て
き
た
く
な
る
よ
う
、
二
地

域
で
の
居
住
も
含
め
た
移
住
支

援
が
で
き
な
い
か
と
の
問
い
に
、

知
事
は
「
面
白
い
提
案
だ
が
、
単

な
る
帰
省
す
る
人
と
の
線
引
き

が
難
し
い
と
こ
ろ
。
た
だ
首
都
圏

在
住
の
女
性
向
け
二
地
域
居
住

の
セ
ミ
ナ
ー
が
満
席
に
な
る
等
、

ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

（上）常願寺川上流の白岩砂防堰堤は、戦前に建設。立
山カルデラの土砂が一気に下流域へ流れないように機能
している　（右）NTT ドコモの５G 体験での一コマ。手の
ひらの上で AR（拡張現実）のバンドが演奏

（右）ジネスト先生と。「児童が川の字で両親と寝るような、日本の愛着深い
カルチャーにはユマニチュード発展の大いなる可能性がある」とのこと　（左）
県立大学だけでなく、富山国際大学子ども育成学部の村上満先生も、学生を
巻き込んだ子どもの貧困対策を実践。私もディスカッションしてきました

（右）移住者数は右肩上がりで、平成 30 年度は前年度比 24% 増と過去最高
と過去最高に。県人口も 3 年連続で社会増となっている（自然減の影響が大
きいので、全体人口は減少）（左）全く同じ種の魚だが、降海型のサクラマスは、
陸封型のヤマメよりも 2 ～ 3 倍ほどに成長する

サクラマス

© Atelier POLKADOTZ
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大
項
目
③ 

県
民
の
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

国
土
強
靭
化
や
５
G
の
対
応
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
る
？

た
だ
原
稿
を
読
ん
で
る
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
…

「
一
般
質
問
」
が
で
き
る
ま
で
の
裏
側
、
教
え
ま
す
！

事
前
通
告
の
重
要
度
が

高
い
の
が
本
会
議
の
質
問

　
定
例
議
会
中
で
、
議
員
に
公

式
な
発
言
機
会
を
与
え
ら
れ
る

の
は
、
①
本
会
議
②
常
任
委
員

会
③
予
算
特
別
委
員
会
の
大
き

く
３
つ
。
ど
れ
も
質
問
内
容
を

事
前
通
告
す
る
の
が
慣
例
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
最
も
慎
重
に
事
前

や
り
と
り
を
行
う
の
が
①
本
会

議
の
一
般
質
問
に
な
り
ま
す
。
②

や
③
は
一
問
一
答
形
式
で
行
う
の

で
、
通
告
な
し
の
質
問
を
し
た

り
、
知
事
答
弁
へ
の
切
り
返
し
も

で
き
た
り
と
、
①
に
比
べ
れ
ば
自

由
度
が
高
い
。
一
般
質
問
は
事
前

通
告
の
通
り
に
発
言
す
る
の
で
、

逆
に
言
え
ば
そ
れ
だ
け
、
本
会

議
で
の
答
弁
と
い
う
の
は
重
要

度・公
式
度
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

原
稿
を
読
ん
で
る
だ
け
に
見
え
る

の
に
は
、
そ
う
い
う
背
景
が
あ
る

の
で
す
。
富
山
県
議
会
で
は
、
一

般
質
問
は
答
弁
込
み
で
1
人
60

分
が
基
本
と
さ
れ
、
議
員
側
が

質
問
す
る
時
間
は
20
分
と
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
読
み
原
稿
の
分

量
は
5
5
0
0
字
か
ら
6
0
0
0

字
程
度
で
、質
問
数
は
12
〜
14
個
、

う
ち
知
事
答
弁
は
3
問
程
度
が
平

均
的
と
、
新
人
議
員
に
は
ご
丁
寧

な
レ
ク
チ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

情
報
収
集
は
2
か
月
前

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

　
私
が
一
般
質
問
の
た
め
の
下
調

べ
を
始
め
た
の
が
、
7
月
下
旬
。

個
人
的
に
気
に
な
る
テ
ー
マ
を
、

県
庁
内
外
問
わ
ず
情
報
収
集
。

質
問
日
の
10
日
前
く
ら
い
に
財

政
課
の
担
当
職
員
が
付
き
、
自

分
の
問
題
意
識
や
全
体
の
方
向

性
を
共
有
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

私
の
場
合
は
、
読
み
原
稿
の
第
一

稿
を
作
っ
て
担
当
職
員
に
お
渡
し

し
、
各
質
問
を
ど
の
部
局
が
担

当
す
る
か
を
調
整
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。「
こ
の
質
問
の
意
図
が
わ

か
ら
な
い
」「
管
轄
が
違
う
の
で

県
と
し
て
は
答
え
ら
れ
な
い
」
な

ど
の
返
答
が
あ
る
の
で
、〝
議
員

と
し
て
の
問
題
意
識
〟
を
ぶ
ら
さ

ず
に
質
問
を
シ
ャ
ー
プ
に
し
て
い

き
ま
す
。
議
員
に
よ
っ
て
は
、
こ

の
や
り
と
り
で
大
ゲ
ン
カ
に
発
展

す
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。

　
部
局
か
ら
の
答
弁
は
、
多
く
は

本
会
議
場
で
初
め
て
聞
く
こ
と
に

な
る
の
で
、「
こ
の
聞
き
方
だ
と

こ
ん
な
答
弁
し
か
返
っ
て
こ
な
い

の
か
」
と
な
る
こ
と
も
。
な
の
で
、

私
は
全
て
の
議
員
の
一
般
質
問
と

答
弁
を
細
か
く
メ
モ
し
て
、
漏
ら

さ
ず
参
考
に
し
て
お
り
ま
す
。

老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
。

砂
防
施
設
の
改
築
は
順
調

　
今
年
の
夏
も
、
台
風
や
線
状

降
水
帯
に
よ
る
災
害
が
、
千
葉
や

西
日
本
で
発
生
。
こ
れ
ら
の
災
害

は
富
山
県
に
と
っ
て
も
決
し
て
他

人
事
で
は
な
く
、
県
民
の
生
活
や

命
を
支
え
る
た
め
に
も
、
県
土
の

強
靭
化
は
急
務
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
先
日
も
神
通
川
右
岸
堤

防
工
事
が
起
工
が
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
過
去
に
富
山
市
新
庄
・
新

庄
北
地
区
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
、
常
願
寺
川
流
域
も

含
め
た
治
水
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
た
と
こ
ろ
、「
平
成
25
年
の
緊

急
点
検
結
果
を
踏
ま
え
た
老
朽

化
し
た
砂
防
施
設
の
改
築
は
38

か
所
中
34
で
整
備
完
了
。
残
り
も

す
で
に
工
事
着
工
、
調
整
中
で
あ

り
進
捗
は
順
調
」と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
道
路
や
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等
は

昭
和
の
高
度
成
長
期
に
整
備
さ

れ
た
も
の
が
多
く
、
50
年
経
過
し

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
国
の

3
か
年
緊
急
対
策
費
を
活
用
し
、

防
災
・
減
災
対
策
を
速
や
か
に
進

め
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

大
手
通
信
事
業
者
が

整
備
し
な
い
エ
リ
ア
も

　
い
よ
い
よ
来
年
か
ら
、
第
五
世

代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
、
い
わ
ゆ

る
５
G
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

５
G
基
地
局
の
整
備
が
進
ま
な

け
れ
ば
、
県
民
の
利
便
性
は
上
が

り
ま
せ
ん
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の

公
共
交
通
に
よ
る
移
動
支
援
の

可
能
性
や
、
高
精
細
画
像
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
の
可
能
性
を

考
え
る
と
、
特
に
移
動
手
段
が

な
く
医
師
が
不
足
し
て
い
る
よ
う

な
、
過
疎
化
が
進
む
中
山
間
地

域
に
こ
そ
、
５
G
の
恩
恵
は
大
き

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
間
の
偏
り
の
な

い
５
G
基
地
局
の
整
備
に
関
し
、

ど
の
よ
う
な
要
望
を
国
や
事
業

者
に
行
う
の
か
を
問
う
と
「
民

間
の
大
手
通
信
事
業
者
か
ら
は

経
営
の
秘
匿
情
報
と
い
う
こ
と

で
情
報
開
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

7
月
の
全
国
知
事
会
議
で
も
基

地
局
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
開
示
の

要
求
を
提
言
に
盛
り
込
ん
だ
と

こ
ろ
」
と
の
答
弁
が
。

　
大
手
通
信
事
業
者
は
利
益
を

優
先
す
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
地

域
間
の
偏
り
が
。
そ
う
な
る
と

自
治
体
等
が
自
営
す
る
「
ロ
ー
カ

ル
５
G
」
の
活
用
は
必
須
。
年

内
に
総
務
省
が
申
請
受
付
を
開

始
予
定
な
の
で
注
目
で
す
。

議会質問ができるまで

議会前常任委員会の開催日（6〜7 営業日前）
執行部との調整を行う、財務課の担当職員と顔合わせ。日程等の確認
※財政課では、①数値等の事実確認　②他議員との質問の重複確認
③だれが質問に答えるか答弁者の整理を行う

質問日の 4 営業日前までに最初の打ち合わせ
議員から財政課へ。読み原稿案や質問のメモ等を提供し、それを元に打ち合わせ

3 営業日前まで
財政課から議員へ。②の打ち合わせ後、財政課が作成した質問用紙を提供。
議員が確認した後、財政課から担当部局に情報提供

2 営業日前
議員と財政課で、議会の休憩時間等に打ち合わせを行い、内容を固めていく

1 営業日前
最終確認。議員は議会事務局へ通告書を提出

だ
い
す
け
の

「
そ
こ
が

知
り
た
い
！
」

新
聞
や
雑
誌
や
ネ
ッ
ト
の
情
報
は
、
速
報
性
や

話
題
性
を
重
視
す
る
ゆ
え
、
本
質
が
見
え
に
く
い
。

世
の
中
の「
そ
も
そ
も
」
を
ひ
も
解
い
て
い
く
と
、

真
実
が
見
え
て
く
る
…
…
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

富山県の移住者数の推移
（人）
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だ
い
す
け
初
の
一
般
質
問
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
届
け
！

大
項
目
① 

県
内
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

大
項
目
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全
世
代
型
社
会
保
障
へ
の
取
組
み

仏
生
ま
れ
の
認
知
症
ケ
ア
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
と
は
？
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富
山
県
立
大
学
看
護
学
部

で
画
期
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
２
つ
め
の
テ
ー
マ
は
「
全
世
代

型
社
会
保
障
」。
国
の
骨
太
方
針

で
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
予
算
が

限
ら
れ
て
い
る
中
で
ど
の
よ
う
に

計
画
を
組
み
立
て
る
か
、
知
事
の

手
腕
が
問
わ
れ
ま
す
。
今
回
私

は
「
介
護
保
険
」「
認
知
症
対
策
」

「
子
ど
も
の
貧
困
」「
児
童
虐
待
」

を
重
点
事
項
と
し
て
問
い
ま
し

た
が
、こ
こ
で
は
「
認
知
症
対
策
」

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？
「
見
る
」「
話

す
」「
触
れ
る
」「
立
つ
」
を
基

本
と
し
た
仏
生
ま
れ
の
認
知
症

ケ
ア
技
法
で
、
5
年
ほ
ど
前
に

N
H
K
で
紹
介
さ
れ
話
題
に
。

認
知
症
の
人
が
「
自
分
は
人
間

な
ん
だ
」「
大
切
に
さ
れ
て
い
る
」

と
感
じ
る
こ
と
で
、
問
題
行
動
が

な
く
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
4
月
に
開
設
し
た
富
山

県
立
大
学
看
護
学
部
で
は
、
こ
の

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
看
護
学
を
組

み
合
わ
せ
た
世
界
で
も
画
期
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
。
し
か
も

特
任
教
授
と
し
て
、
創
始
者
で
あ

る
イ
ヴ
・
ジ
ネ
ス
ト
先
生
が
直
接

講
義
を
す
る
の
で
す
。
看
護
学
部

長
の
竹
内
先
生
は
「
病
院
か
ら
身

体
拘
束
を
な
く
し
た
い
」
と
の
思

い
で
、
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
取
入
れ

る
こ
と
を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

富
山
の
医
療
介
護
関
係
者

へ
の
啓
発
を
ど
う
す
る
か

　
し
か
し
、せ
っ
か
く
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
を
学
ぶ
看
護
学
生
が
増
え
て

も
、
就
職
先
の
病
院
や
介
護
施

設
、
地
域
活
動
等
で
活
か
せ
る
状

況
を
作
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
知
事
に
「
富

山
県
と
し
て
、
主
に
医
療
介
護

関
係
者
に
対
す
る
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
の
啓
発
活
動
を
ど
の
よ
う
に
お

考
え
な
の
か
、
ま
た
県
の
認
知
症

施
策
推
進
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

普
及
を
位
置
づ
け
て
い
く
の
か
」

を
問
い
ま
し
た
。

　
知
事
か
ら
は
「
看
護
職
向
け

や
医
療
介
護
福
祉
の
専
門
職
向

け
の
研
修
や
公
開
講
座
を
実
施

し
、
す
で
に
行
政
職
員
等
が
74

名
参
加
し
た
実
績
も
あ
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
も
県
立
大
学
主
催
の

公
開
講
座
に
参
加
し
、
ジ
ネ
ス
ト

先
生
本
人
の
講
義
を
聴
講
。
や

は
り
ご
本
人
の
言
葉
は
説
得
力

が
違
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
啓
発
普

及
に
、
福
祉
の
専
門
職
で
あ
る

私
も
知
恵
を
絞
り
ま
す
。

富
山
県
が
働
き
や
す
い
は
、

ど
こ
ま
で
本
当
な
の
か
？

　
藤
井
だ
い
す
け
の
初
の
一
般
質

問
で
は
、
大
き
く
3
つ
の
テ
ー

マ
を
設
定
。
テ
ー
マ
ご
と
に
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
１
つ
め
は
「
県
内
経
済

の
活
性
化
」
に
つ
い
て
。
働
き
方

改
革
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
で
す

が
、
そ
の
本
来
の
目
的
は
〝
多
様

な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
〟
で
す
。
も

の
づ
く
り
が
強
い
富
山
県
は
工
場

勤
務
の
方
が
多
く
、
勤
務
場
所

と
労
働
時
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る

「
硬
直
し
た
労
働
形
態
」
ゆ
え
、

労
働
に
参
加
で
き
な
い
人
が
多
い

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
が
。

そ
こ
で
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対

策
や
育
児
介
護
と
仕
事
の
両
立

支
援
、
障
が
い
者
雇
用
の
取
組
み

状
況
を
問
う
と
、
富
山
で
は
30

人
以
上
の
小
規
模
事
業
者
に
両

立
支
援
の
届
け
出
を
義
務
付
け

た
り
、
製
造
業
で
の
短
時
間
労

働
勤
務
や
障
が
い
者
が
働
き
や

す
い
よ
う
支
援
員
の
配
置
が
あ
っ

た
り
と
、
こ
ま
や
か
な
配
慮
が
。

と
は
い
え
、
ま
だ
支
援
が
行
き
届

い
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
引 

き
続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

〝
サ
ク
ラ
マ
ス
型
人
材
〟に

対
す
る
新
た
な
支
援
策
を

　
富
山
県
の
移
住
者
が
2
0
1
8

年
度
に
9
0
5
人
と
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
移
住

者
を
増
や
す
た
め
に
も
、
県
出

身
者
で
大
都
市
圏
に
就
業
し
た

人
が
30
〜
40
代
で
戻
っ
て
く
る

「
サ
ク
ラ
マ
ス
型
人
材
」
へ
の
支
援

強
化
を
訴
え
ま
し
た
。「
鱒
の
寿

司
」
の
原
材
料
で
あ
る
サ
ク
ラ
マ

ス
は
、
海
に
下
っ
て
回
遊
し
生
ま

れ
た
川
に
戻
っ
て
き
ま
す
が
、
一

生
を
淡
水
で
暮
ら
す
種
も
お
り
、

ヤ
マ
メ
と
呼
び
ま
す
。「
富
山
に

生
ま
れ
、
学
び
、
富
山
で
就
職

す
る
」
ヤ
マ
メ
型
人
材
も
大
事
で

す
が
、
県
外
や
海
外
の
就
業
経

験
を
持
っ
た
人
材
も
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
八
村
塁
選
手
も
、
サ

ク
ラ
マ
ス
型
人
材
の
候
補
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
人
材
が
富
山
に

戻
っ
て
き
た
く
な
る
よ
う
、
二
地

域
で
の
居
住
も
含
め
た
移
住
支

援
が
で
き
な
い
か
と
の
問
い
に
、

知
事
は
「
面
白
い
提
案
だ
が
、
単

な
る
帰
省
す
る
人
と
の
線
引
き

が
難
し
い
と
こ
ろ
。
た
だ
首
都
圏

在
住
の
女
性
向
け
二
地
域
居
住

の
セ
ミ
ナ
ー
が
満
席
に
な
る
等
、

ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

（上）常願寺川上流の白岩砂防堰堤は、戦前に建設。立
山カルデラの土砂が一気に下流域へ流れないように機能
している　（右）NTT ドコモの５G 体験での一コマ。手の
ひらの上で AR（拡張現実）のバンドが演奏

（右）ジネスト先生と。「児童が川の字で両親と寝るような、日本の愛着深い
カルチャーにはユマニチュード発展の大いなる可能性がある」とのこと　（左）
県立大学だけでなく、富山国際大学子ども育成学部の村上満先生も、学生を
巻き込んだ子どもの貧困対策を実践。私もディスカッションしてきました

（右）移住者数は右肩上がりで、平成 30 年度は前年度比 24% 増と過去最高
と過去最高に。県人口も 3 年連続で社会増となっている（自然減の影響が大
きいので、全体人口は減少）（左）全く同じ種の魚だが、降海型のサクラマスは、
陸封型のヤマメよりも 2 ～ 3 倍ほどに成長する

サクラマス

© Atelier POLKADOTZ
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大
項
目
③ 

県
民
の
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

国
土
強
靭
化
や
５
G
の
対
応
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
る
？

た
だ
原
稿
を
読
ん
で
る
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
…

「
一
般
質
問
」
が
で
き
る
ま
で
の
裏
側
、
教
え
ま
す
！

事
前
通
告
の
重
要
度
が

高
い
の
が
本
会
議
の
質
問

　
定
例
議
会
中
で
、
議
員
に
公

式
な
発
言
機
会
を
与
え
ら
れ
る

の
は
、
①
本
会
議
②
常
任
委
員

会
③
予
算
特
別
委
員
会
の
大
き

く
３
つ
。
ど
れ
も
質
問
内
容
を

事
前
通
告
す
る
の
が
慣
例
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
最
も
慎
重
に
事
前

や
り
と
り
を
行
う
の
が
①
本
会

議
の
一
般
質
問
に
な
り
ま
す
。
②

や
③
は
一
問
一
答
形
式
で
行
う
の

で
、
通
告
な
し
の
質
問
を
し
た

り
、
知
事
答
弁
へ
の
切
り
返
し
も

で
き
た
り
と
、
①
に
比
べ
れ
ば
自

由
度
が
高
い
。
一
般
質
問
は
事
前

通
告
の
通
り
に
発
言
す
る
の
で
、

逆
に
言
え
ば
そ
れ
だ
け
、
本
会

議
で
の
答
弁
と
い
う
の
は
重
要

度・公
式
度
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

原
稿
を
読
ん
で
る
だ
け
に
見
え
る

の
に
は
、
そ
う
い
う
背
景
が
あ
る

の
で
す
。
富
山
県
議
会
で
は
、
一

般
質
問
は
答
弁
込
み
で
1
人
60

分
が
基
本
と
さ
れ
、
議
員
側
が

質
問
す
る
時
間
は
20
分
と
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
読
み
原
稿
の
分

量
は
5
5
0
0
字
か
ら
6
0
0
0

字
程
度
で
、質
問
数
は
12
〜
14
個
、

う
ち
知
事
答
弁
は
3
問
程
度
が
平

均
的
と
、
新
人
議
員
に
は
ご
丁
寧

な
レ
ク
チ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

情
報
収
集
は
2
か
月
前

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

　
私
が
一
般
質
問
の
た
め
の
下
調

べ
を
始
め
た
の
が
、
7
月
下
旬
。

個
人
的
に
気
に
な
る
テ
ー
マ
を
、

県
庁
内
外
問
わ
ず
情
報
収
集
。

質
問
日
の
10
日
前
く
ら
い
に
財

政
課
の
担
当
職
員
が
付
き
、
自

分
の
問
題
意
識
や
全
体
の
方
向

性
を
共
有
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

私
の
場
合
は
、
読
み
原
稿
の
第
一

稿
を
作
っ
て
担
当
職
員
に
お
渡
し

し
、
各
質
問
を
ど
の
部
局
が
担

当
す
る
か
を
調
整
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。「
こ
の
質
問
の
意
図
が
わ

か
ら
な
い
」「
管
轄
が
違
う
の
で

県
と
し
て
は
答
え
ら
れ
な
い
」
な

ど
の
返
答
が
あ
る
の
で
、〝
議
員

と
し
て
の
問
題
意
識
〟
を
ぶ
ら
さ

ず
に
質
問
を
シ
ャ
ー
プ
に
し
て
い

き
ま
す
。
議
員
に
よ
っ
て
は
、
こ

の
や
り
と
り
で
大
ゲ
ン
カ
に
発
展

す
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。

　
部
局
か
ら
の
答
弁
は
、
多
く
は

本
会
議
場
で
初
め
て
聞
く
こ
と
に

な
る
の
で
、「
こ
の
聞
き
方
だ
と

こ
ん
な
答
弁
し
か
返
っ
て
こ
な
い

の
か
」
と
な
る
こ
と
も
。
な
の
で
、

私
は
全
て
の
議
員
の
一
般
質
問
と

答
弁
を
細
か
く
メ
モ
し
て
、
漏
ら

さ
ず
参
考
に
し
て
お
り
ま
す
。

老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
。

砂
防
施
設
の
改
築
は
順
調

　
今
年
の
夏
も
、
台
風
や
線
状

降
水
帯
に
よ
る
災
害
が
、
千
葉
や

西
日
本
で
発
生
。
こ
れ
ら
の
災
害

は
富
山
県
に
と
っ
て
も
決
し
て
他

人
事
で
は
な
く
、
県
民
の
生
活
や

命
を
支
え
る
た
め
に
も
、
県
土
の

強
靭
化
は
急
務
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
先
日
も
神
通
川
右
岸
堤

防
工
事
が
起
工
が
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
過
去
に
富
山
市
新
庄
・
新

庄
北
地
区
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
、
常
願
寺
川
流
域
も

含
め
た
治
水
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
た
と
こ
ろ
、「
平
成
25
年
の
緊

急
点
検
結
果
を
踏
ま
え
た
老
朽

化
し
た
砂
防
施
設
の
改
築
は
38

か
所
中
34
で
整
備
完
了
。
残
り
も

す
で
に
工
事
着
工
、
調
整
中
で
あ

り
進
捗
は
順
調
」と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
道
路
や
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等
は

昭
和
の
高
度
成
長
期
に
整
備
さ

れ
た
も
の
が
多
く
、
50
年
経
過
し

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
国
の

3
か
年
緊
急
対
策
費
を
活
用
し
、

防
災
・
減
災
対
策
を
速
や
か
に
進

め
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

大
手
通
信
事
業
者
が

整
備
し
な
い
エ
リ
ア
も

　
い
よ
い
よ
来
年
か
ら
、
第
五
世

代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
、
い
わ
ゆ

る
５
G
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

５
G
基
地
局
の
整
備
が
進
ま
な

け
れ
ば
、
県
民
の
利
便
性
は
上
が

り
ま
せ
ん
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の

公
共
交
通
に
よ
る
移
動
支
援
の

可
能
性
や
、
高
精
細
画
像
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
の
可
能
性
を

考
え
る
と
、
特
に
移
動
手
段
が

な
く
医
師
が
不
足
し
て
い
る
よ
う

な
、
過
疎
化
が
進
む
中
山
間
地

域
に
こ
そ
、
５
G
の
恩
恵
は
大
き

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
間
の
偏
り
の
な

い
５
G
基
地
局
の
整
備
に
関
し
、

ど
の
よ
う
な
要
望
を
国
や
事
業

者
に
行
う
の
か
を
問
う
と
「
民

間
の
大
手
通
信
事
業
者
か
ら
は

経
営
の
秘
匿
情
報
と
い
う
こ
と

で
情
報
開
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

7
月
の
全
国
知
事
会
議
で
も
基

地
局
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
開
示
の

要
求
を
提
言
に
盛
り
込
ん
だ
と

こ
ろ
」
と
の
答
弁
が
。

　
大
手
通
信
事
業
者
は
利
益
を

優
先
す
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
地

域
間
の
偏
り
が
。
そ
う
な
る
と

自
治
体
等
が
自
営
す
る
「
ロ
ー
カ

ル
５
G
」
の
活
用
は
必
須
。
年

内
に
総
務
省
が
申
請
受
付
を
開

始
予
定
な
の
で
注
目
で
す
。

議会質問ができるまで

議会前常任委員会の開催日（6〜7 営業日前）
執行部との調整を行う、財務課の担当職員と顔合わせ。日程等の確認
※財政課では、①数値等の事実確認　②他議員との質問の重複確認
③だれが質問に答えるか答弁者の整理を行う

質問日の 4 営業日前までに最初の打ち合わせ
議員から財政課へ。読み原稿案や質問のメモ等を提供し、それを元に打ち合わせ

3 営業日前まで
財政課から議員へ。②の打ち合わせ後、財政課が作成した質問用紙を提供。
議員が確認した後、財政課から担当部局に情報提供

2 営業日前
議員と財政課で、議会の休憩時間等に打ち合わせを行い、内容を固めていく

1 営業日前
最終確認。議員は議会事務局へ通告書を提出

だ
い
す
け
の

「
そ
こ
が

知
り
た
い
！
」

新
聞
や
雑
誌
や
ネ
ッ
ト
の
情
報
は
、
速
報
性
や

話
題
性
を
重
視
す
る
ゆ
え
、
本
質
が
見
え
に
く
い
。

世
の
中
の「
そ
も
そ
も
」
を
ひ
も
解
い
て
い
く
と
、

真
実
が
見
え
て
く
る
…
…
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

富山県の移住者数の推移
（人）
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だ
い
す
け
初
の
一
般
質
問
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
届
け
！

大
項
目
① 

県
内
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

大
項
目
② 

全
世
代
型
社
会
保
障
へ
の
取
組
み

仏
生
ま
れ
の
認
知
症
ケ
ア
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
と
は
？

Daisuke’s
Review

2

Daisuke’s
Review

1

0405

富
山
県
立
大
学
看
護
学
部

で
画
期
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
２
つ
め
の
テ
ー
マ
は
「
全
世
代

型
社
会
保
障
」。
国
の
骨
太
方
針

で
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
予
算
が

限
ら
れ
て
い
る
中
で
ど
の
よ
う
に

計
画
を
組
み
立
て
る
か
、
知
事
の

手
腕
が
問
わ
れ
ま
す
。
今
回
私

は
「
介
護
保
険
」「
認
知
症
対
策
」

「
子
ど
も
の
貧
困
」「
児
童
虐
待
」

を
重
点
事
項
と
し
て
問
い
ま
し

た
が
、こ
こ
で
は
「
認
知
症
対
策
」

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？
「
見
る
」「
話

す
」「
触
れ
る
」「
立
つ
」
を
基

本
と
し
た
仏
生
ま
れ
の
認
知
症

ケ
ア
技
法
で
、
5
年
ほ
ど
前
に

N
H
K
で
紹
介
さ
れ
話
題
に
。

認
知
症
の
人
が
「
自
分
は
人
間

な
ん
だ
」「
大
切
に
さ
れ
て
い
る
」

と
感
じ
る
こ
と
で
、
問
題
行
動
が

な
く
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
4
月
に
開
設
し
た
富
山

県
立
大
学
看
護
学
部
で
は
、
こ
の

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
看
護
学
を
組

み
合
わ
せ
た
世
界
で
も
画
期
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
。
し
か
も

特
任
教
授
と
し
て
、
創
始
者
で
あ

る
イ
ヴ
・
ジ
ネ
ス
ト
先
生
が
直
接

講
義
を
す
る
の
で
す
。
看
護
学
部

長
の
竹
内
先
生
は
「
病
院
か
ら
身

体
拘
束
を
な
く
し
た
い
」
と
の
思

い
で
、
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
取
入
れ

る
こ
と
を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

富
山
の
医
療
介
護
関
係
者

へ
の
啓
発
を
ど
う
す
る
か

　
し
か
し
、せ
っ
か
く
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
を
学
ぶ
看
護
学
生
が
増
え
て

も
、
就
職
先
の
病
院
や
介
護
施

設
、
地
域
活
動
等
で
活
か
せ
る
状

況
を
作
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
知
事
に
「
富

山
県
と
し
て
、
主
に
医
療
介
護

関
係
者
に
対
す
る
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
の
啓
発
活
動
を
ど
の
よ
う
に
お

考
え
な
の
か
、
ま
た
県
の
認
知
症

施
策
推
進
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

普
及
を
位
置
づ
け
て
い
く
の
か
」

を
問
い
ま
し
た
。

　
知
事
か
ら
は
「
看
護
職
向
け

や
医
療
介
護
福
祉
の
専
門
職
向

け
の
研
修
や
公
開
講
座
を
実
施

し
、
す
で
に
行
政
職
員
等
が
74

名
参
加
し
た
実
績
も
あ
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
も
県
立
大
学
主
催
の

公
開
講
座
に
参
加
し
、
ジ
ネ
ス
ト

先
生
本
人
の
講
義
を
聴
講
。
や

は
り
ご
本
人
の
言
葉
は
説
得
力

が
違
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
啓
発
普

及
に
、
福
祉
の
専
門
職
で
あ
る

私
も
知
恵
を
絞
り
ま
す
。

富
山
県
が
働
き
や
す
い
は
、

ど
こ
ま
で
本
当
な
の
か
？

　
藤
井
だ
い
す
け
の
初
の
一
般
質

問
で
は
、
大
き
く
3
つ
の
テ
ー

マ
を
設
定
。
テ
ー
マ
ご
と
に
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
１
つ
め
は
「
県
内
経
済

の
活
性
化
」
に
つ
い
て
。
働
き
方

改
革
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
で
す

が
、
そ
の
本
来
の
目
的
は
〝
多
様

な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
〟
で
す
。
も

の
づ
く
り
が
強
い
富
山
県
は
工
場

勤
務
の
方
が
多
く
、
勤
務
場
所

と
労
働
時
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る

「
硬
直
し
た
労
働
形
態
」
ゆ
え
、

労
働
に
参
加
で
き
な
い
人
が
多
い

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
が
。

そ
こ
で
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対

策
や
育
児
介
護
と
仕
事
の
両
立

支
援
、
障
が
い
者
雇
用
の
取
組
み

状
況
を
問
う
と
、
富
山
で
は
30

人
以
上
の
小
規
模
事
業
者
に
両

立
支
援
の
届
け
出
を
義
務
付
け

た
り
、
製
造
業
で
の
短
時
間
労

働
勤
務
や
障
が
い
者
が
働
き
や

す
い
よ
う
支
援
員
の
配
置
が
あ
っ

た
り
と
、
こ
ま
や
か
な
配
慮
が
。

と
は
い
え
、
ま
だ
支
援
が
行
き
届

い
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
引 

き
続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

〝
サ
ク
ラ
マ
ス
型
人
材
〟に

対
す
る
新
た
な
支
援
策
を

　
富
山
県
の
移
住
者
が
2
0
1
8

年
度
に
9
0
5
人
と
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
移
住

者
を
増
や
す
た
め
に
も
、
県
出

身
者
で
大
都
市
圏
に
就
業
し
た

人
が
30
〜
40
代
で
戻
っ
て
く
る

「
サ
ク
ラ
マ
ス
型
人
材
」
へ
の
支
援

強
化
を
訴
え
ま
し
た
。「
鱒
の
寿

司
」
の
原
材
料
で
あ
る
サ
ク
ラ
マ

ス
は
、
海
に
下
っ
て
回
遊
し
生
ま

れ
た
川
に
戻
っ
て
き
ま
す
が
、
一

生
を
淡
水
で
暮
ら
す
種
も
お
り
、

ヤ
マ
メ
と
呼
び
ま
す
。「
富
山
に

生
ま
れ
、
学
び
、
富
山
で
就
職

す
る
」
ヤ
マ
メ
型
人
材
も
大
事
で

す
が
、
県
外
や
海
外
の
就
業
経

験
を
持
っ
た
人
材
も
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
八
村
塁
選
手
も
、
サ

ク
ラ
マ
ス
型
人
材
の
候
補
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
人
材
が
富
山
に

戻
っ
て
き
た
く
な
る
よ
う
、
二
地

域
で
の
居
住
も
含
め
た
移
住
支

援
が
で
き
な
い
か
と
の
問
い
に
、

知
事
は
「
面
白
い
提
案
だ
が
、
単

な
る
帰
省
す
る
人
と
の
線
引
き

が
難
し
い
と
こ
ろ
。
た
だ
首
都
圏

在
住
の
女
性
向
け
二
地
域
居
住

の
セ
ミ
ナ
ー
が
満
席
に
な
る
等
、

ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

（上）常願寺川上流の白岩砂防堰堤は、戦前に建設。立
山カルデラの土砂が一気に下流域へ流れないように機能
している　（右）NTT ドコモの５G 体験での一コマ。手の
ひらの上で AR（拡張現実）のバンドが演奏

（右）ジネスト先生と。「児童が川の字で両親と寝るような、日本の愛着深い
カルチャーにはユマニチュード発展の大いなる可能性がある」とのこと　（左）
県立大学だけでなく、富山国際大学子ども育成学部の村上満先生も、学生を
巻き込んだ子どもの貧困対策を実践。私もディスカッションしてきました

（右）移住者数は右肩上がりで、平成 30 年度は前年度比 24% 増と過去最高
と過去最高に。県人口も 3 年連続で社会増となっている（自然減の影響が大
きいので、全体人口は減少）（左）全く同じ種の魚だが、降海型のサクラマスは、
陸封型のヤマメよりも 2 ～ 3 倍ほどに成長する

サクラマス
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大
項
目
③ 

県
民
の
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

国
土
強
靭
化
や
５
G
の
対
応
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
る
？

た
だ
原
稿
を
読
ん
で
る
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
…

「
一
般
質
問
」
が
で
き
る
ま
で
の
裏
側
、
教
え
ま
す
！

事
前
通
告
の
重
要
度
が

高
い
の
が
本
会
議
の
質
問

　
定
例
議
会
中
で
、
議
員
に
公

式
な
発
言
機
会
を
与
え
ら
れ
る

の
は
、
①
本
会
議
②
常
任
委
員

会
③
予
算
特
別
委
員
会
の
大
き

く
３
つ
。
ど
れ
も
質
問
内
容
を

事
前
通
告
す
る
の
が
慣
例
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
最
も
慎
重
に
事
前

や
り
と
り
を
行
う
の
が
①
本
会

議
の
一
般
質
問
に
な
り
ま
す
。
②

や
③
は
一
問
一
答
形
式
で
行
う
の

で
、
通
告
な
し
の
質
問
を
し
た

り
、
知
事
答
弁
へ
の
切
り
返
し
も

で
き
た
り
と
、
①
に
比
べ
れ
ば
自

由
度
が
高
い
。
一
般
質
問
は
事
前

通
告
の
通
り
に
発
言
す
る
の
で
、

逆
に
言
え
ば
そ
れ
だ
け
、
本
会

議
で
の
答
弁
と
い
う
の
は
重
要

度・公
式
度
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

原
稿
を
読
ん
で
る
だ
け
に
見
え
る

の
に
は
、
そ
う
い
う
背
景
が
あ
る

の
で
す
。
富
山
県
議
会
で
は
、
一

般
質
問
は
答
弁
込
み
で
1
人
60

分
が
基
本
と
さ
れ
、
議
員
側
が

質
問
す
る
時
間
は
20
分
と
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
読
み
原
稿
の
分

量
は
5
5
0
0
字
か
ら
6
0
0
0

字
程
度
で
、質
問
数
は
12
〜
14
個
、

う
ち
知
事
答
弁
は
3
問
程
度
が
平

均
的
と
、
新
人
議
員
に
は
ご
丁
寧

な
レ
ク
チ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

情
報
収
集
は
2
か
月
前

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

　
私
が
一
般
質
問
の
た
め
の
下
調

べ
を
始
め
た
の
が
、
7
月
下
旬
。

個
人
的
に
気
に
な
る
テ
ー
マ
を
、

県
庁
内
外
問
わ
ず
情
報
収
集
。

質
問
日
の
10
日
前
く
ら
い
に
財

政
課
の
担
当
職
員
が
付
き
、
自

分
の
問
題
意
識
や
全
体
の
方
向

性
を
共
有
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

私
の
場
合
は
、
読
み
原
稿
の
第
一

稿
を
作
っ
て
担
当
職
員
に
お
渡
し

し
、
各
質
問
を
ど
の
部
局
が
担

当
す
る
か
を
調
整
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。「
こ
の
質
問
の
意
図
が
わ

か
ら
な
い
」「
管
轄
が
違
う
の
で

県
と
し
て
は
答
え
ら
れ
な
い
」
な

ど
の
返
答
が
あ
る
の
で
、〝
議
員

と
し
て
の
問
題
意
識
〟
を
ぶ
ら
さ

ず
に
質
問
を
シ
ャ
ー
プ
に
し
て
い

き
ま
す
。
議
員
に
よ
っ
て
は
、
こ

の
や
り
と
り
で
大
ゲ
ン
カ
に
発
展

す
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。

　
部
局
か
ら
の
答
弁
は
、
多
く
は

本
会
議
場
で
初
め
て
聞
く
こ
と
に

な
る
の
で
、「
こ
の
聞
き
方
だ
と

こ
ん
な
答
弁
し
か
返
っ
て
こ
な
い

の
か
」
と
な
る
こ
と
も
。
な
の
で
、

私
は
全
て
の
議
員
の
一
般
質
問
と

答
弁
を
細
か
く
メ
モ
し
て
、
漏
ら

さ
ず
参
考
に
し
て
お
り
ま
す
。

老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
。

砂
防
施
設
の
改
築
は
順
調

　
今
年
の
夏
も
、
台
風
や
線
状

降
水
帯
に
よ
る
災
害
が
、
千
葉
や

西
日
本
で
発
生
。
こ
れ
ら
の
災
害

は
富
山
県
に
と
っ
て
も
決
し
て
他

人
事
で
は
な
く
、
県
民
の
生
活
や

命
を
支
え
る
た
め
に
も
、
県
土
の

強
靭
化
は
急
務
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
先
日
も
神
通
川
右
岸
堤

防
工
事
が
起
工
が
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
過
去
に
富
山
市
新
庄
・
新

庄
北
地
区
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
、
常
願
寺
川
流
域
も

含
め
た
治
水
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
た
と
こ
ろ
、「
平
成
25
年
の
緊

急
点
検
結
果
を
踏
ま
え
た
老
朽

化
し
た
砂
防
施
設
の
改
築
は
38

か
所
中
34
で
整
備
完
了
。
残
り
も

す
で
に
工
事
着
工
、
調
整
中
で
あ

り
進
捗
は
順
調
」と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
道
路
や
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等
は

昭
和
の
高
度
成
長
期
に
整
備
さ

れ
た
も
の
が
多
く
、
50
年
経
過
し

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
国
の

3
か
年
緊
急
対
策
費
を
活
用
し
、

防
災
・
減
災
対
策
を
速
や
か
に
進

め
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

大
手
通
信
事
業
者
が

整
備
し
な
い
エ
リ
ア
も

　
い
よ
い
よ
来
年
か
ら
、
第
五
世

代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
、
い
わ
ゆ

る
５
G
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

５
G
基
地
局
の
整
備
が
進
ま
な

け
れ
ば
、
県
民
の
利
便
性
は
上
が

り
ま
せ
ん
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の

公
共
交
通
に
よ
る
移
動
支
援
の

可
能
性
や
、
高
精
細
画
像
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
の
可
能
性
を

考
え
る
と
、
特
に
移
動
手
段
が

な
く
医
師
が
不
足
し
て
い
る
よ
う

な
、
過
疎
化
が
進
む
中
山
間
地

域
に
こ
そ
、
５
G
の
恩
恵
は
大
き

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
間
の
偏
り
の
な

い
５
G
基
地
局
の
整
備
に
関
し
、

ど
の
よ
う
な
要
望
を
国
や
事
業

者
に
行
う
の
か
を
問
う
と
「
民

間
の
大
手
通
信
事
業
者
か
ら
は

経
営
の
秘
匿
情
報
と
い
う
こ
と

で
情
報
開
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

7
月
の
全
国
知
事
会
議
で
も
基

地
局
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
開
示
の

要
求
を
提
言
に
盛
り
込
ん
だ
と

こ
ろ
」
と
の
答
弁
が
。

　
大
手
通
信
事
業
者
は
利
益
を

優
先
す
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
地

域
間
の
偏
り
が
。
そ
う
な
る
と

自
治
体
等
が
自
営
す
る
「
ロ
ー
カ

ル
５
G
」
の
活
用
は
必
須
。
年

内
に
総
務
省
が
申
請
受
付
を
開

始
予
定
な
の
で
注
目
で
す
。

議会質問ができるまで

議会前常任委員会の開催日（6〜7 営業日前）
執行部との調整を行う、財務課の担当職員と顔合わせ。日程等の確認
※財政課では、①数値等の事実確認　②他議員との質問の重複確認
③だれが質問に答えるか答弁者の整理を行う

質問日の 4 営業日前までに最初の打ち合わせ
議員から財政課へ。読み原稿案や質問のメモ等を提供し、それを元に打ち合わせ

3 営業日前まで
財政課から議員へ。②の打ち合わせ後、財政課が作成した質問用紙を提供。
議員が確認した後、財政課から担当部局に情報提供

2 営業日前
議員と財政課で、議会の休憩時間等に打ち合わせを行い、内容を固めていく

1 営業日前
最終確認。議員は議会事務局へ通告書を提出

だ
い
す
け
の

「
そ
こ
が

知
り
た
い
！
」

新
聞
や
雑
誌
や
ネ
ッ
ト
の
情
報
は
、
速
報
性
や

話
題
性
を
重
視
す
る
ゆ
え
、
本
質
が
見
え
に
く
い
。

世
の
中
の「
そ
も
そ
も
」
を
ひ
も
解
い
て
い
く
と
、

真
実
が
見
え
て
く
る
…
…
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

富山県の移住者数の推移
（人）
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重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
の

助
成
を
精
神
障
が
い
者
に
も

　
障
が
い
者
の
方
が
持
っ
て
い
る
手
帳

は
大
き
く
3
種
類
あ
り
、
身
体
障
害
手

帳
、（
知
的
障
害
者
向
け
）
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
で
、
そ
れ

ぞ
れ
障
が
い
の
状
態
に
よ
っ
て
障
害
支

援
区
分
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
に
は
医
療

費
の
自
己
負
担
金
を
全
額
助
成
す
る
制

度
が
あ
る
の
で
す
が
、
65
歳
未
満
の
精

神
障
が
い
の
方
は
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法
の
観
点
か
ら

も
、
精
神
だ
け
が
除
外
さ
れ
て
い
る
の
は

お
か
し
い
と
の
議
論
が
、
9
月
議
会
で
も

取
上
げ
ら
れ
、
知
事
か
ら
も
32
都
道
府

県
の
単
独
で
の
助
成
実
績
に
触
れ
つ
つ

「
県
で
早
期
に
結
論
を
出
し
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
法
律
や
制
度
に
は
必
ず
穴
が
存
在
し

ま
す
。
公
平
性
と
平
等
性
の
観
点
で
、

是
正
す
べ
き
と
私
は
考
え
ま
す
。

全
天
候
型
体
育
文
化
施
設
は

ど
こ
に
で
き
る
の
？

　
9
月
の
予
算
特
別
委
員
会
で
、
高
岡 

選
出
の
県
議
会
議
員
が
揃
っ
て
質
問
を

し
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
話
題
に
な
っ
た
「
全

天
候
型
体
育
文
化
施
設
」。
そ
も
そ
も

は
8
0
0
0
人
規
模
ア
リ
ー
ナ
を
想
定

し
て
い
ま
し
た
が
有
識
者
会
議
か
ら
は

「
3
0
0
0
人
規
模
の
武
道
館
機
能
を
持

つ
多
目
的
施
設
が
望
ま
し
い
」
と
の
提
言

が
。
現
在
、
県
に
あ
る
富
山
武
道
館
と
高

岡
武
道
館
を
統
廃
合
し
て
新
し
く
す
れ

ば
良
い
の
で
は
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
声
を
あ
げ
た
の
が
高
岡
選
出

議
員
た
ち
。
検
討
会
で
「
富
山
駅
か
ら

徒
歩
圏
内
」
と
い
う
発
言
も
あ
り
、
富

山
駅
周
辺
へ
の
一
極
集
中
を
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
中
途
半
端
な
ア

リ
ー
ナ
な
ら
い
ら
な
い
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。
慎
重
な
議
論
を
望
み
ま
す
。

と
や
ま
の
地
方
創
生
と

国
際
目
標
達
成
を
同
時
に

　
去
る
7
月
に
、
富
山
県
が
提
案
す
る

『
環
日
本
海
地
域
を
リ
ー
ド
す
る
「
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
端
県
と
や
ま
」』
が

2
0
1
9
年
度
S
D
Gs
未
来
都
市
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
S
D
Gs
と
は
、
国

連
が
定
め
た
2
0
3
0
年
ま
で
の
国
際

目
標
で
、
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す

る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
富
山
県
で
は
、
他
県
に
先
駆

け
て
「
レ
ジ
袋
有
料
化
」
や
「
リ
サ
イ
ク

ル
等
の
ご
み
ゼ
ロ
推
進
」「
小
水
力
発
電
」

等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
地
方
創
生
と
国

際
社
会
の
共
通
目
標
達
成
の
両
方
を

実
現
す
べ
く
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
元
々
富
山
県
は
、
水
量
が
豊
富
な
環

境
を
活
か
し
た
水
力
発
電
比
率
の
高
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
で
し
た
が
、
さ
ら
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
べ
く
「
小

水
力
発
電
」「
太
陽
光
」「
地
熱
資
源
活
用
」

「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
」等
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ガ
ソ
リ
ン
に

代
わ
り
水
素
で
動
く
燃
料
電
池
車
普
及
の

た
め
の「
と
や
ま
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
も
3
月
に
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ち
な
み
に
S
D
Gs
未
来
都
市
に
は
、

富
山
市
が
前
年
に
、
県
と
一
緒
に
南
砺

市
も
今
年
度
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
進
県
の
富
山
で
す
ら

電
力
の
50
％
で
石
炭
を
使
用

　
し
か
し
電
力
供
給
の
現
実
を
見
る
と
、

北
陸
電
力
の
2
0
1
8
年
度
電
力
構
成

で
最
も
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
る
の

は
石
炭
で
お
よ
そ
50
％
。
C
O
2
排
出

に
よ
る
温
暖
化
の
影
響
が
騒
が
れ
て
い

ま
す
が
、
富
山
県
も
例
外
で
は
な
い
の

で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率

を
上
げ
る
た
め
に
は
、
高
効
率
・
高
信

頼
度
の
新
た
な
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
を

含
め
た
「
ス
マ
ー
ト
（
賢
い
）
ま
ち
づ
く

り
」
へ
の
転
換
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
す
で
に
宇
奈
月
温
泉
や
南
砺
市
で

の
先
進
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
な
に
よ

り
も
環
境
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
県
民
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

　
ち
な
み
に
2
0
2
0
年
3
月
に
は
、

富
山
市
上
冨
居
に
北
陸
初
の
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
完
成
予
定
。
転
換
の
モ
デ

ル
地
区
に
、
富
山
市
新
庄
・
広
田
地
域

が
選
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

重度心身障害者等医療費の助成対象者

ア 身体障害者手帳の障害程度が１級又は２級の方
イ 療育手帳の障害程度がＡの方

６５歳未満で、 1

ア 身体障害者手帳の交付を受けた方
イ 療育手帳の交付を受けた方又は知的障害者と
　 判定された方
ウ 引き続き3か月以上ねたきりの状態で、食事、入浴、
　 排便等に常時介護を要すると市町村長が認定した方

65歳以上70歳未満で、 2

高齢者医療確保法第50条第１項第２号に
該当する方

3

75歳以上で、高齢者医療確保法施行令別表に
定める程度の障害の状態にあると市町村長が
認定した方
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富
山
県
が
S
D
G
s
未
来
都
市
に
選
定
。

環
境
先
進
県
と
し
て
、ど
う
取
組
む
？

富山県政 トピックス

自民党会派を代表して鹿熊正一議
員が下記25項目について代表質問
を行いました。

Ⅰ  地方創生の深化に向けた
    取組みについて
1. 9月補正予算の編成方針
2. 第2期とやま未来創生戦略
 （仮称）策定
3. 全国知事会議in富山の成果
4. SDGs未来都市選定を受けた取組み
5. 外国人材活躍と多文化共生
 推進に向けた取組み
6. 全天候型多目的スポーツ施設の整備
7. 文化振興の取組み
(1) シアター・オリンピックスについて
(2) 子どもの文化活動の充実
8. 中山間地域創生総合戦略の策定等

Ⅱ 地方経済の活性化について
1. 東海北陸自動車道及び
 能越自動車道の4車線化 
2. 観光施策の推進
(1) 立山黒部の世界ブランド化への
 取組み
(2) 世界遺産や国宝など文化財を
 活用した観光プログラムの推進
3. 新しい産業支援拠点の活用
4. 農業所得向上に向けた取組み

Ⅲ 安心・安全な暮らしの
　  実現について
1. 豚コレラ対策
2. 医師確保対策
3. 児童虐待防止と社会的養育推進
4. 河川・道路の防災・安全対策
5. 多様化する犯罪への対応

Ⅳ 明日を拓く人づくりに
     ついて
1. 不登校の未然防止
2. 外国人児童生徒の教育に関する支援
3. 県立高校再編と新時代に対応した
 高等学校改革
(1) 再編対象高校の生徒に対する
 充実した教育機会の保障等
(2) 新高校における地域社会
 リーダー人材育成
(3) 新時代に対応した高校改革

令和元年9月定例会
代表質問項目

数ある富山県の重点事業の中でも、藤井だいすけが気になった

トピックをご紹介します。未来のとやまの姿が見えるかもしれません。

発
電

熱
利
用

大規模水力発電　大規模地熱発電

バイオマス熱利用
太陽熱利用

雪氷熱利用

バイオマス燃料製造

温度差熱利用

風力発電
太陽光発電

中規模水力発電
地熱発電

バイオマス発電

クリーン
エネルギー
自動車

天然ガス
コジェネ
レーション

燃料電池
海洋エネルギー

石炭　天然ガス　原子力

石油

革新的な
エネルギー
高度利用技術

供給サイドのエネルギー 

石油代替エネルギー 

再生可能エネルギー 

新エネルギー 

再生可能エネルギーとは

経済産業省の制定する
「電力の小売営業に関
する指針」に基づき、
算定・公表しています

火力発電
61%

水力
発電
28%

石炭  50%

水力
（3万kw以上）
13%

水力
（3万kw未満、
FIT電気を除く）
15%

再生可能エネルギー
（水力以外、FIT電気を除く）  1%未満 その他  1% 

卸電力取引所  5%

北陸電力の電源構成（2018年度実績）

LNG・
その他ガス
10%

石油  1%

FIT電気  5%

東京都港区にある水素ガスステーション。日本に2台しか
ないらしいセブンイレブンの燃料電池トラックの姿も

富山武道館（写真上）
と高岡武道館（下）は、
ともに老朽化し空調
設備もなく手狭との
要望が出ている。果
たしてどこに立地する
のか。はたまた、建て
替えなしになるのか

※所得制限あり

ト
ピ
ッ
ク 

そ
の
1

ト
ピ
ッ
ク 

そ
の
2

ト
ピ
ッ
ク 

そ
の
3
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メディアの編集長経験が、県議会だよりの

広報編集委員会の議論で活かされることに

　みなさま、こんにちは。議会休会中であっても、所属す

る委員会の視察や、自民党の部会や議員連盟の会合、友

好団体との意見交換会に加え、地元の行事や県政報告会

などがあり、おかげさまで大変充実しております。

　現在、富山県議会では、議会改革基本条例に基づく行

動計画が立てられており、その中で「住民との情報共有の

推進」として①県議会広報の充実②ソーシャルメディア

利用等による情報発信が明記されています。特に①には

“定例会の概要等を掲載した広報紙を試行的に発行、配

布すること”との記述が。そこで私が 1期生では唯一、広

報編集委員会に参加することになりました。

　議会改革の議論は 2年以上重ねられており、開かれた

県議会を目指すことは合意されているものの、「誰に」「ど

んな内容を伝えて」「どんな態度変容を促すのか」といっ

たメディア設計の基本については全くの白紙状態。第1回

の議論でも、各 の々委員が頭に思い浮かべるメディアや内

容が定まっておらず、総論OKだけど各論が噛み合わな

い状態。そこで、「新聞のような正確性重視のタブロイド紙」

と「雑誌のような親しみやすさ重視のマガジン紙」の 2種

類のタタキ台を作成することを提案いたしました。

　議論のタタキ台とはいえ、各 の々委員が想起するイメー

ジに相違がないように、かなり細かく作り込んで第2回の

委員会に持ち込んだところ、委員の方から感謝の言葉を

いただくとともに、議論の進展にもつながりました。まさか

議員になって新メディアのプレゼンをすることになるとは！ 

人生にムダはありませんね。今回の私の一般質問の記念

撮影で、1時間お待たせしてしまったムダを除けば、ですが。

（左）2 種類の広報紙のタタキ台を作成しました　（右）石井県知事も同席された
傍聴参加者との記念写真。撮影時お待たせして本当に申し訳ありません　
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藤井大輔プロフィール

富山県議会議員（富山第一選挙区）、1期 1973 年（昭和 48 年）1月 19日生まれ。新庄幼稚園、
新庄小学校、新庄中学校で育つ。富山中部高校、大阪大学経済学部を経て、95年に株式会
社リクルートへ就職。2004年フリーマガジン『R25』を創刊し編集長となる。40 歳を機に
東京から富山に戻り、現在は富山市新庄地域で高齢者福祉事業を行う株式会社アポケアと
やま専務取締役。社会福祉士の国家資格を持ち、新庄地域包括支援センターの相談員も務
める。20 歳の長男と12 歳の長女の父。

藤井だいすけ事務所（担当：中市）
TEL：076-471-7119
FAX： 076-471-7129
Email：d-fujii@shinjyou-hills.jp

出前講座をご希望の方は
下記までお問い合わせください。

富山県の健康寿命は全国で女性 4位、

男性 8位となっており、将来は健康寿

命日本一になることを目指して取り組んで

います。元気で長生きのキーワードは「助

けられ力」。富山らしい長寿を考えます。

健康寿命
日本一を目指して

認知症の対策には、なる前の「予防」と、

なった後の「地域共生」の２つがクルマ

の両輪のように必要となってきます。認

知症にまつわる偏見をなくし、生きやす

い社会について考えます。

認知症の予防と
共生について

少子高齢化は今に始まったわけではなく

昭和の時代からその兆候があったと言わ

れています。子供を産みたい、育てたい

と思える環境にするにはどうしたらよい

かについて考えます。

少子化・
子育て対策について

1 2 3

 「 県 議 会 、どうでしょう!? 」
第 2 回 ／人生にムダはない？

県議会には摩訶不思議なしきたりや出来事がいっぱいあります。
そんな県議会の不思議に新人議員の藤井だいすけが、

さながら潜入取材のごとく体験レポートをお届けいたします。思わぬ本音が漏れることも？

藤井だいすけの
潜入レポート

藤 井 だ い す け の 出 前 講 座 、 行 い ま す ！
「地方自治をわかりやすく」「県政をもっと身近に」するために、藤井だいすけが皆さんのお近くに “ 出前講座 ” いたします。

代表的な 5 つのテーマをメニューにしましたが、下記以外の内容でもご希望を承りますのでお問い合わせください。

藤 井 だ い す け 県 政 通 信 Vol.02

地方自治をわかりやすく。

01

藤井だいすけへのご意見をお待ちしております　メール：d-fujii@shinjyou-hills. jp

電話：076-471-7119　FAX：076-471-7129　公式サイト：https://w w w.fujiidaisuke.com/

［  セブン・リバーズとは？ ］
富山平野を流れる、七大河川のこと。3000mの立山から深海 1000ｍの富山湾に流れこむ急峻な七大河川の治水対策
が、明治時代の富山県議会の大きな政治課題だった歴史を踏まえ、藤井だいすけ県政報告のタイトルにいたしました。
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4
月
の
富
山
県
議
会
議
員
の

選
挙
か
ら
、
早
6
か
月
。
季
節

は
秋
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く

中
、
藤
井
だ
い
す
け
も
富
山
県

議
会
議
員
と
し
て
、
た
く
さ
ん

の
〝
初
め
て
の
体
験
〟
を
積
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
の

皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
、
あ

ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
元
年
9
月
定

例
議
会
が
9
月
30
日
で
閉
会
い

た
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
私

に
と
っ
て
初
の
一
般
質
問
の
機

会
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
議
員
に
な
る
前
は
「
原

稿
を
読
ん
で
い
る
だ
け
な
ん
で

し
ょ
」
く
ら
い
に
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
議
場
に
登
壇
し
て
み
る

と
こ
れ
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な

い
緊
張
が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
公
式
な
発
言
と
し
て
残
る
だ

け
で
な
く
、
私
の
質
問
は
多
く

の
地
域
の
声
に
支
え
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
重
み

を
ず
っ
し
り
と
感
じ
た
の
で
す
。

　
今
号
も
「
県
議
会
を
わ
か
り

や
す
く
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

9月定例会で初めての一般質問に登壇
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